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序
論

問
題
の
所
在

一

｢
核
廃
絶｣

と

｢

先
行
不
使
用｣

二
〇
〇
九
年
四
月
五
日
、
オ
バ
マ

(
O

b
am

a,
B

arack
H

.)

大
統
領
は
プ
ラ
ハ
で
、｢

核
兵
器
の
な
い
世
界｣

を
目
指
す
と
力
強

く
宣
言
し
た
。｢
米
国
は
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
に
向
け
て
具
体
的
な
措
置
を
と
る
。
冷
戦
時
代
の
考
え
方
に
終
止
符
を
打
つ
た
め

に
、
米
国
は
国
家
安
全
保
障
戦
略
に
お
け
る
核
兵
器
の
役
割
を
縮
小
し
て
、
他
国
に
も
同
様
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
る

(

�)｣

。
ま

た
、
大
統
領
は
、
二
〇
一
三
年
六
月
一
九
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
、
自
身
の

｢

核
廃
絶｣

構
想
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
戦
略
核
弾
頭
数

を
一
〇
〇
〇
発
程
度
に
ま
で
削
減
す
る
核
軍
縮
交
渉
に
、
ロ
シ
ア
と
入
る
用
意
が
あ
る
と
表
明
し
た

(

�)

。

｢

核
廃
絶｣

構
想
の
背
景
に
は
、
国
家
間
の
核
戦
争
は
遠
の
き
、
核
技
術
の
拡
散
と
核
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
最
大
の
脅
威
に
な
っ
た
と

い
う
認
識
が
あ
る
。｢

冷
戦
の
遺
物｣

で
あ
る
大
量
の
核
兵
器
で
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
脅
威
を
抑
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む

し
ろ
最
重
要
課
題
は
、
核
不
拡
散
と
核
物
質
防
護
の
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
課
題
に
対
す
る
非
核
保
有
国
の
協
力
を

得
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
核
保
有
国
が
核
兵
器
に
対
す
る
依
存
を
下
げ
て
、
核
不
拡
散
条
約
で
規
定
さ
れ
た
核
軍
縮
義
務
を
果
た
さ

ね
ば
な
ら
な
い
。

か
く
し
て
、｢

核
廃
絶｣

と
い
う
野
心
的
な
構
想
に
向
け
た
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、｢

先
行
不
使
用｣

(
n

o
-first-u

se)

の
是

非
が
争
点
に
浮
上
し
た
。
そ
れ
は
、
同
盟
関
係
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
核
攻
撃
に
対
す
る
報
復
核
攻
撃
の
選
択
肢
は
残
し
な
が
ら
も
、

非
核
攻
撃
に
対
し
て
は
先
に
戦
術
・
戦
域
核
使
用
を
し
な
い
と
い
う
宣
言
で
あ
る

(

�)

。
戦
後
日
本
は
、
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て

｢

核
廃

絶｣

を
掲
げ
る
一
方
で
、
米
国
の

｢

先
行
使
用｣

も
含
む

｢

核
の
傘｣

に
依
存
し
て
き
た

(

�)

。｢

先
行
不
使
用｣

が
議
題
に
の
ぼ
っ
た
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こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
核
政
策
の
矛
盾
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
と
い
え
る

(

�)

。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
〇
年
四
月
の
オ
バ
マ
政
権
の『

核
態
勢
見
直
し』

で
は
、
注
目
さ
れ
た｢

先
行
不
使
用｣

は
宣
言
さ
れ
な
か
っ

た
。｢
米
国
は
、
米
国
と
同
盟
国
に
対
す
る
核
攻
撃
を
抑
止
す
る
こ
と
を

『

唯
一
の
目
的』

と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
つ
つ
、
通
常

戦
力
を
強
化
し
続
け
、
非
核
兵
器
に
よ
る
攻
撃
を
抑
止
す
る
た
め
の
核
兵
器
の
役
割
を
低
下
さ
せ
て
い
く｣

。
米
国
政
府
は
宣
言
を

出
す
代
わ
り
に
、｢
米
国
と
同
盟
国
の
死
活
的
利
益
を
守
る
極
限
の
状
況
に
お
い
て
の
み
、
核
兵
器
の
使
用
を
考
慮
す
る｣

、
と
い
う

表
現
に
と
ど
め
た
。
要
す
る
に
、
他
国
の
核
使
用
の
抑
止
が
核
兵
器
の

｢

基
本
的
な
役
割｣

と
規
定
さ
れ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て

｢

先
行
使
用｣

の

｢

戦
略
的
曖
昧
性｣

は
残
さ
れ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

｢

先
行
不
使
用｣

宣
言
の
最
大
の
障
害
と
な
っ
た
の
は
、
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
信
頼
性
に
悪
影
響
が
生
じ
る
こ
と
へ
の
懸

念
で
あ
っ
た
。
中
国
が
地
域
で
挑
発
行
為
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
背
景
に
は
、
戦
後
米
国
が
絶
え
ず
維
持
し
て
き
た

｢

優
位｣

の
揺

ら
ぎ
が
あ
る
と
い
う

(

�)

。
今
後
米
ロ
間
で
核
軍
縮
交
渉
の
進
展
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
、
台
頭
す
る
中
国
と
の
戦
略
核
戦
力
の

較
差
が
懸
案
事
項
と
な
っ
て
い
る

(

�)

。
仮
に
米
中
間
で

｢

相
互
確
証
破
壊｣

に
似
た
状
況
が
生
ま
れ
た
場
合
、
尖
閣
諸
島
に
お
け
る
日

本
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
時
に
、
米
国
は
核
戦
争
を
辞
し
て
ま
で
軍
事
介
入
す
る
か
ど
う
か
が
、
現
在
論
点
と
な
っ
て
い
る

(

�)

。

現
在
日
本
が
直
面
し
て
い
る
問
題
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
西
欧
諸
国
が
置
か
れ
た
戦
略
情
勢
と
、
構
造
的
に
近
似
し
て
い
る
。
ソ

連
が
核
戦
力
を
急
激
に
増
強
し
て
米
本
土
の

｢

脆
弱
性｣

が
増
大
し
た
た
め
に
、
本
来
の
目
的
で
あ
る

｢

抑
止｣

が
失
敗
し
た
後
で
、

｢

先
行
使
用｣

の
手
段
に
訴
え
る
の
は

｢

合
目
的
的｣

で
は
な
く
な
っ
た

(
�)

。
そ
れ
で
も
、｢

正
統
的
解
釈｣

に
よ
れ
ば
、
六
〇
年
代
末

に
米
ソ
が

｢

相
互
確
証
破
壊｣

に
達
し
た
後
も
、
後
述
す
る
北
大
西
洋
条
約
機
構

(

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ)

の

｢

柔
軟
反
応｣

戦
略
は
機
能
し

続
け
た
と
さ
れ
る

(

�)

。
日
本
政
府
が

｢

先
行
不
使
用｣

宣
言
に
頑
な
に
反
対
し
て
い
る
よ
う
に
、
米
国
の

｢

先
行
使
用｣

の
威
嚇
が
東
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側
の
非
核
戦
力
に
よ
る
侵
攻
を
抑
止
し
て
き
た
と
い
う〝

神
話〟

が
根
強
く
残
っ
て
い
る

(

�)

。

本
稿
の
問
題
意
識
は
、｢

先
行
使
用｣

の
論
理
が
、｢

先
行
不
使
用｣

宣
言
の
最
大
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
の

｢

先

行
使
用｣
論
を
批
判
し
た
の
が
、
ケ
ネ
デ
ィ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
両
政
権
で
国
防
長
官
を
務
め
た
マ
ク
ナ
マ
ラ

(
M

cN
am

ara,
R

o
b
e

rt

S
.)

で
あ
る
。
彼
は
、
当
初

｢

先
行
使
用｣

論
を
採
用
し
た
が
、
ソ
連
の
侵
略
的
性
向
を
誇
張
し
す
ぎ
て
い
た
と
、
最
後
に
そ
の
評

価
を
改
め
た
。
本
稿
で
は
、
日
本
が｢

先
行
不
使
用｣

に
向
か
う
と
い
う
課
題
を
設
定
し
た
上
で
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
の｢

拡
大
核
抑
止｣

論
の
歴
史
的
展
開
を
検
証
す
る
。

二

マ
ク
ナ
マ
ラ
の

｢

拡
大
核
抑
止｣

論
の
展
開

マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
一
九
六
一
年
か
ら
六
八
年
ま
で
の
在
任
期
間
中
に
、
三
つ
の

｢

拡
大
核
抑
止｣

の
論
理
に
依
拠
し
た
。

第
一
章
で
論
じ
る
よ
う
に
、
六
一
年
の
ベ
ル
リ
ン
危
機
を
契
機
と
し
て
、
就
任
当
初
国
防
長
官
は
、
核
戦
争
の
勝
利
を
追
求
す
る

｢

損
害
限
定｣

戦
略
を
採
用
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ

(
K

e
n

n
e

d
y
,

Jo
h

n
F

.)

政
権
は
、
ソ
連
が
ベ
ル
リ
ン
を
蹂
躙
し
て
、
西
欧
に
大
規
模

な
通
常
侵
攻
を
か
け
る
事
態
を
想
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
権
威
主
義
国
家
ソ
連
は
、
通
常
侵
攻
で
得
ら
れ
る
利
益
と
比
較
す
れ
ば
、

核
戦
争
で
被
る
損
害
さ
え

｢

受
け
入
れ
可
能｣

だ
と
、｢
非
理
性
的｣

な
判
断
を
下
す
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の〝

脅
威
認

識〟

に
基
づ
い
て
、｢

抑
止｣

崩
壊
後
も
米
本
土
が
被
る
損
害
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
盟
諸
国
の
防
衛
の
た
め
に
核
使
用

す
る
意
志
を
示
す
と
い
う
の
が
、｢

損
害
限
定｣

戦
略
で
あ
っ
た
。

戦
後
米
国
は
、
対
ソ
連

｢

第
一
撃
能
力｣

を
保
持
し
て
、｢

拡
大
核
抑
止｣
の
中
核
で
あ
る

｢

先
行
使
用｣

に

｢

信
憑
性｣

を
も

た
せ
て
き
た
。
例
え
ば
、｢

大
量
報
復｣

戦
略
は
、
米
国
が
ソ
連
本
土
に
先
制
核
攻
撃
を
加
え
れ
ば
、
敵
の
報
復
核
戦
力
も
壊
滅
で
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き
る
と
い
う
前
提
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
ソ
連
も
対
米
本
土
核
攻
撃
能
力
を
保
有
し
た
た
め
に
、
こ
の
論
理
で
は

米
都
市
に
計
測
不
能
な
損
失
を
招
致
す
る
全
面
核
戦
争
と
な
っ
て
し
ま
う
。｢

損
害
限
定｣

戦
略
の
特
異
性
は
、
米
国
が
戦
場
で
先

に
戦
術
核
兵
器
を
使
用
し
た
後
で
も
、
米
ソ
両
国
が
核
攻
撃
の
標
的
を
軍
事
関
連
施
設
に
限
定
し
て
互
い
の
都
市
を
外
す
と
い
う
議

論
の
組
み
立
て
に
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
最
終
的
に
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
米
国
の
核
戦
略
史
上
画
期
を
な
す

｢

相
互
確
証
破
壊｣

戦
略
を
打
ち
立
て
た
。
米
国
は
、

先
制
核
攻
撃
を
吸
収
し
た
後
の
報
復
核
攻
撃
で
、
敵
国
民
と
工
業
地
域
の
半
分
を
破
壊
す
る

｢

受
け
入
れ
難
い
損
害｣

を
与
え
る
と
、

事
前
に
明
示
し
て
お
く
。
先
制
核
攻
撃
を
か
け
て
得
ら
れ
る
利
益
は
、
報
復
核
攻
撃
に
よ
っ
て
被
る
損
失
に
見
合
わ
な
い
の
で
、
ソ

連
は

｢

理
性
的｣

に
そ
れ
を
思
い
と
ど
ま
る
と
い
う
。
既
に
筆
者
が
論
証
し
た
よ
う
に
、
核
戦
争
の
恐
怖
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
道

徳
、
そ
し
て
正
義
と
い
っ
た
米
ソ
を
隔
て
る
い
か
な
る
差
異
を
も
超
越
す
る
と
い
う
の
が
、
国
防
長
官
の
最
終
的
な
結
論
で
あ
っ
た

(

�)

。

着
目
す
べ
き
は
、
在
任
末
期
に
マ
ク
ナ
マ
ラ
個
人
が
、
米
国
の

｢

戦
略
的
優
位｣

が
消
滅
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
連
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
い
て

｢

非
理
性
的｣

な
判
断
を
下
さ
な
い
、
と
確
信
し
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ソ
連
は
も
は
や
、
米
国
の

｢

先
行

使
用｣

が
な
け
れ
ば
阻
止
で
き
な
い
よ
う
な
、
計
画
的
な
侵
略
行
為
を
引
き
起
こ
す

｢

現
状
打
破｣

勢
力
で
は
な
い

(

�)

。
そ
し
て
、

｢

先
行
使
用｣

の
威
嚇
は
む
し
ろ
、
戦
雲
た
れ
こ
め
る
危
機
時
に
核
使
用
の
リ
ス
ク
す
ら
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
錯
覚
を
相
手

に
起
こ
さ
せ
て
し
ま
う
と
、
否
定
的
な
評
価
を
下
し
た

(

�)

。
要
す
る
に
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
米
ソ
両
国
の

｢

戦
略
的
安
定｣

を
図
る
こ

と
を
最
優
先
と
し
て
、｢

先
行
使
用｣

の
公
約
を
事
実
上
放
棄
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

こ
こ
で
問
題
の
あ
り
か
を
捉
え
直
す
な
ら
ば
、｢

限
定
核
戦
争｣

を
信
条
と
す
る

｢

損
害
限
定｣

戦
略
は
、
ソ
連
の

｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

が
対
立
的
で
は
な
く
、〝

共
存〟

し
て
初
め
て
成
立
し
う
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
核
戦
争
も
厭
わ
ず
に
西
欧
を
侵
略
す
る
主
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体
も
、
米
ソ
間
で
都
市
の
相
互
破
滅
を
避
け
る

｢

共
通
利
益｣

が
存
在
す
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
、
と
措
定
さ
れ
て
い
た

(

�)

。
と
こ
ろ

が
、
先
の

｢

相
互
確
証
破
壊｣

戦
略
で
は
、
ソ
連
の

｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

が〝

分
離〟

し
た
上
で
、
し
か
も
前
者
が
後
者
に〝

優

位〟
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

の
構
図
に
基
づ
い
て
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
の

｢

拡
大
核
抑
止｣

論
は
展
開
し
た
の

で
あ
る
。

三

｢

柔
軟
反
応｣
戦
略
の
批
判
的
検
討

第
二
章
で
論
じ
る
よ
う
に
、
ソ
連
の

｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

の
分
離
を
決
定
的
に
し
た
の
が
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
で
あ
っ
た
。
国
防

長
官
は
、
一
度
核
兵
器
が
使
用
さ
れ
れ
ば
計
測
不
能
な
損
失
が
生
じ
る
現
実
を
受
け
入
れ
る
と
同
時
に
、
ソ
連
も
同
様
に
理
解
し
て

い
る
と
評
価
し
た
。
そ
れ
故
に
、
ソ
連
の
｢

理
性｣

を
含
む

｢

確
証
破
壊｣

と
は
別
の
戦
略
概
念
で
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
信
頼
性

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、｢
海
上
封
鎖｣

の
論
理
に
よ
れ
ば
、
全
面
核
戦
争
で
威
嚇
す
る
一
方
で
、｢

現
状
打
破｣

を

動
機
と
す
る
ソ
連
に
、
核
戦
争
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
不
均
等
な
リ
ス
ク
に
直
面
さ
せ
て
、
後
退
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
と
い
う

(

�)

。

危
機
以
後
、
国
防
長
官
は
、
矛
盾
す
る
ソ
連
の

｢
理
性｣

と

｢

狂
気｣

を〝

両
立〟

さ
せ
よ
う
と
し
た

(

�)

。
彼
の
判
断
に
よ
れ
ば
、

米
ソ
間
で
先
制
核
攻
撃
が
誘
発
さ
れ
に
く
い

｢

戦
略
的
安
定｣
が
高
ま
る
に
伴
っ
て
、
ソ
連
は
紛
争
拡
大
の
リ
ス
ク
が
低
下
し
た
と

見
て
、
通
常
戦
力
の
優
位
を
利
用
し
て
、
西
欧
で
挑
発
的
な
活
動
を
行
う
蓋
然
性
が
高
ま
る

(

�)

。｢

柔
軟
反
応｣

戦
略
と
は
、
キ
ュ
ー

バ
危
機
の〝

成
功
体
験〟

に
基
づ
い
て
、
通
常
戦
力
の

｢

制
御
さ
れ
た
反
応｣

を
通
じ
て
、
西
側
が
通
常
戦
争
と
核
戦
争
の
間
の

｢

敷
居｣

を
自
在
に
操
作
す
る
と
い
う
論
理
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
米
国
は

｢
確
証
破
壊｣

戦
略
の
下
で
も
、
米
国
の

｢

死
活
的
利

益｣

へ
の
ソ
連
の
限
定
侵
攻
に
備
え
て
、｢

先
行
使
用｣

の

｢

戦
略
的
曖
昧
性｣
を
残
し
た
の
で
あ
る
。
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従
来
の
研
究
業
績
に
お
い
て
も
、
米
ソ
間
の

｢

共
通
利
益｣

と

｢

先
行
使
用｣

の

｢

信
憑
性｣

は
両
立
し
た
と
さ
れ
る
。
西
欧
諸

国
は
、
通
常
戦
力
の
増
強
要
求
を
強
め
る
米
国
政
府
が
、
大
西
洋
を
挟
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
生
し
た
戦
闘
の
限
定
化
を
目
論
ん
で

い
る
と
訝
し
ん
だ
。
そ
こ
で
彼
ら
は
、
緒
戦
で
核
兵
器
を
発
動
す
る
態
勢
を
整
え
る
こ
と
で
、
確
実
に
米
国
の
戦
略
核
戦
力
を
西
欧

の
防
衛
に

｢
連
結｣

(
co

u
p

lin
g)

さ
せ
よ
う
と
し
た
。
結
局
、
六
七
年
末
に
採
択
さ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
戦
略
概
念

｢

柔
軟
反
応｣

と
は
、
戦
術
核
使
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
曖
昧
に
す
る
形
で
、
米
欧
間
の
利
害
を
調
整
し
た
政
治
的
な

｢

妥
協
の
産
物｣

で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
る

(

�)

。

だ
が
、｢

柔
軟
反
応｣
戦
略
の
試
金
石
と
な
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
、
ソ
連
の

｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

を
両
立
さ
せ
る
と
い
う

論
理
は
崩
壊
し
た
。
国
防
長
官
は
、｢

死
活
的
利
益｣

さ
え
も
破
壊
し
て
し
ま
う
全
面
核
戦
争
の
危
機
に
陥
っ
た
こ
と
で
、
核
戦
争

の
回
避
を
最
優
先
目
標
と
し
て
設
定
し
直
す
。
以
上
よ
り
、
国
防
長
官
は
、
六
七
年
九
月
に

｢

相
互
確
証
破
壊｣

戦
略
を
表
明
し
て
、

ソ
連
の

｢

理
性｣

を

｢

狂
気｣

よ
り
も
高
く
評
価
す
る
結
論
を
下
し
た
。
本
稿
で
は
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
の

｢

先
行
使
用｣

論
の
形
成
か

ら
崩
壊
ま
で
の
過
程
を
再
検
証
し
て
、
米
国
が
ソ
連
の

｢

狂
気｣

を
誇
張
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
。

以
下
で
は
、｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

の
構
図
に
則
っ
て
、
以
上
の
三
つ
の
戦
略
概
念
と
そ
の
形
成
過
程
を
読
み
解
い
て
ゆ
く
。

(

�)
“

R
e

m
ark

s
b

y
P

re
sid

e
n

t
B

arak
O

b
am

a,”
P

rag
u

e
,

C
ze

ch
R

e
p

u
b

lic,
A

p
ril

5
,

2
0

0
9
,

T
h

e
W

h
ite

H
o

u
se

.

(

�)
Ib

id
.,

“
R

e
m

ark
s

b
y

P
re

sid
e

n
t

B
arak

O
b

am
a

at
th

e
B

ran
d

e
n

b
u

rg
G

ate
,”

B
e

rlin
,

G
e

rm
an

y
,

Ju
n

e
1

9
,

2
0

1
3
,

T
h

e
W

h
ite

H
o

u
se

.

(

�)

本
稿
で
は
、
同
盟
関
係
に
お
け
る

｢

先
行
使
用｣

に
議
論
を
限
定
す
る
。｢
拡
大
核
抑
止｣

は
、
敵
の
非
核
攻
撃
に
対
し
て
戦
術
・

戦
域
核
兵
器
を
用
い
る

｢

先
行
使
用｣

と
、
核
攻
撃
に
対
す
る
核
報
復
の
二
種
類
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の

｢

先
行
使
用｣

は
、
米
ソ
本
土
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間
の

｢

先
制
核
攻
撃｣

と
は
区
別
さ
れ
る
。
ま
た
、
核
兵
器
国
と
同
盟
関
係
に
な
い
非
核
兵
器
国
の
通
常
兵
器
、
生
物
・
化
学
兵
器
に
よ

る
攻
撃
に
対
し
て
、
核
攻
撃
を
控
え
る
約
束
は
、｢

消
極
的
安
全
保
証｣

と
呼
ば
れ
る

(

黒
澤
満

｢

核
の
先
制
不
使
用
を
巡
る
諸
問
題｣

『
軍
縮
・
不
拡
散
シ
リ
ー
ズ』

N
o
.

1)

。

(

�)
日
本
政
府
の
公
式
見
解
に
よ
れ
ば
、
七
五
年
八
月
六
日
に
お
け
る
三
木
・
フ
ォ
ー
ド
会
談
の
共
同
声
明
が
、
日
米
同
盟
の｢

核
の
傘｣

が

｢

先
行
使
用｣

を
含
む
根
拠
と
さ
れ
る

(

田
窪
雅
文

｢

な
ぜ
、
い
ま
核
の
先
制
不
使
用
宣
言
か｣

『

世
界』

一
九
九
九
年
九
月
号)

。

(

�)

民
主
党
政
権
の
岡
田
克
也
外
務
大
臣
は
、｢

先
行
不
使
用｣

に
つ
い
て
、
米
国
の

｢

核
の
傘
を
一
歩
出｣

て
、
日
本
の
核
政
策
の
矛

盾
を
部
分
的
に
解
消
す
る
も
の
と
評
価
し
て
い
た

(『

毎
日
新
聞』

二
〇
〇
九
年
五
月
一
五
日)

。

(

�)
U

.S
.

D
e

p
artm

e
n

t
o

f
D

e
fe

n
se

,
N

u
clea

r
P

ostu
re

R
eview

R
ep

ort,
W

ash
in

g
to

n
,

D
.C

.:
U

.S
.

D
e

p
artm

e
n

t
o

f
D

e
fe

n
se

,
A

p
ril

2
0

1
0
.

オ
バ
マ
政
権
は
、｢
消
極
的
安
全
保
証｣

の
条
件
を
厳
格
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
核
不
拡
散
条
約
に
加
盟
す
る
非
核
保
有
国
で
、

核
不
拡
散
義
務
を
遵
守
し
て
い
れ
ば
、
核
攻
撃
で
威
嚇
し
な
い
。
他
方
で
、
イ
ラ
ン
や
北
朝
鮮
に
対
し
て
は
、｢

先
行
使
用｣

の
選
択
肢

を
排
除
し
な
い
。

(

�)

高
橋
杉
雄

｢

核
兵
器
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
日
本
の
安
全
保
障｣

『

海
外
事
情』

(

二
〇
一
〇
年
七
・
八
月
号)

。

(

�)

例
え
ば
、
米
ロ
の
戦
略
核
弾
頭
数
が
一
〇
〇
〇
発
を
割
り
込
ん
だ
場
合
、｢

中
国
が
逆
に
米
露
と
の
戦
略
的
均
衡
を
目
指
し
て
核
戦

力
を
増
強｣

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う

(『

読
売
新
聞』

二
〇
一
〇
年
四
月
九
日)

。

(

�)

例
え
ば
、
孫
崎
が
指
摘
す
る
に
は
、
米
国
の

｢
核
の
傘｣

は
機
能
し
な
い
。
中
国
が
尖
閣
諸
島
に
攻
め
て
き
た
時
に
、
米
国
は
核
戦

争
を
恐
れ
て
介
入
し
な
い
と
い
う

(

孫
崎
享

『

不
愉
快
な
現
実』

講
談
社
、
二
〇
一
二
年)

。

(

�)
S

te
in

b
ru

n
e

r,
Jo

h
n
,
“
B

e
y

o
n

d
R

atio
n

al
D

e
te

rre
n

ce
,”

W
orld

P
olitics,

V
o

l.
2

8
,

N
o
.

2
(

Jan
u

ary
,

1
9

7
6)

;
F

re
e

d
m

an
,

L
aw

re
n

ce
,

“
I

E
x

ist;
T

h
e

re
fo

re
I

D
e

te
r,”

In
tern

a
tion

a
l

S
ecu

rity,
1

3
:

1
(

S
u

m
m

e
r,

1
9

8
8)

;
T

rach
te

n
b
e

rg
,

M
arc,

“
T

h
e

stru
ctu

re
o

f
g

re
at

p
o

w
e

r
p

o
litics,

1
9

6
3

	

1
9

7
5
,”

L
e

ffle
r,

M
e

lv
y

n
P

.
an

d
O

d
d

A
.

W
e

stad
e

d
s.,

T
h

e
C

a
m

b
rid

ge
h

istory
of

th
e

C
old

W
a

r
:

V
ol.

2
(

N
e

w

Y
o

rk
:

C
am

b
rid

g
e

U
n

iv
e

rsity
P

re
ss,

2
0

1
0)

.

シ
ェ
ル


ジ
ョ
ナ
サ
ン

『
地
球
の
運
命』

朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
二
年
。

(

�)

梅
本
哲
也

『

核
兵
器
と
国
際
政
治』

日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
九
六
年
、
二
〇－

八
、
一
〇
二－

七
頁
。Je

rv
is,

R
o

b
e

rt,
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“
W

h
y

N
u

cle
ar

S
u

p
e

rio
rity

D
o
e

sn
’t

M
atte

r,”
P

olitica
l

S
cien

ce
Q

u
a

rterly,
9

4
:

4
(

W
in

te
r,

1
9

7
9

�80)
.

(
�)

日
本
政
府
は
、｢

戦
略
的
曖
昧
性｣

を
損
な
う
と
い
う
理
由
で
、｢

先
行
不
使
用｣

に
反
対
を
表
明
し
て
き
た

(

田
窪
雅
文

｢

先
制
不

使
用
宣
言
と
日
本
の
核
政
策｣

『

軍
縮
問
題
資
料』

一
九
九
八
年
一
一
月
号)

。

(

�)
拙
稿

｢

マ
ク
ナ
マ
ラ
の
核
戦
略
論
と
Ａ
Ｂ
Ｍ
制
限
条
約
の
論
理

｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

の
狭
間
で｣

『

法
と
政
治』

第
六
三
巻

第
四
号

(
二
〇
一
三
年
一
月)

。

(

�)

冷
戦
期
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
核
戦
略
に
は
、
米
国
の

｢

先
行
使
用｣

の

｢

信
憑
性｣

が
低
下
す
れ
ば
、
ソ
連
は
意
図
的
に
世
界
的
な
戦
争
に

訴
え
て
し
ま
う
と
い
う
バ
イ
ア
ス
が
付
き
纏
っ
て
い
た

(
H

e
u

se
r,

B
e

atrice
,

“
T

h
e

D
e

v
e

lo
p

m
e

n
t

o
f

N
A

T
O

’s
N

u
cle

ar
S

trate
g

y
,”

C
on

tem
p

ora
ry

E
u

rop
ea

n
H

istory,
4
:

1
(

1
9

9
4)

,
p

p
.

4
7

�8.)

。

(

�)
｢

危
機
の
安
定
性｣
の
重
要
性
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ

(
K

arl
v

o
n

C
lau

se
w

itz)

の

｢

摩
擦｣

概
念
を
根
拠
と
し
て
強
調
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
恐
怖
心
や
感
情
、
そ
し
て
誤
算
に
よ
っ
て
、
暴
力
は

｢

理
性
的｣

に
制
御
で
き
ず
に
極
限
ま
で
達
し
て
し
ま
う
。
永
井

陽
之
助

『

現
代
と
戦
略』

文
藝
春
秋
、
一
九
八
五
年
。L

e
b

o
w

,
R

ich
ard

N
.,

“
C

lau
se

w
itz

an
d

C
risis

S
tab

ility
,”

P
olitica

l
S

cien
ce

Q
u

a
rterly,

1
(

S
p

rin
g
,

1
9

8
8)

.

(

�)

バ
ン
デ
ィ
は
、｢

実
存
的
抑
止｣

の
概
念
を
用
い
て
、｢

先
行
不
使
用｣

を
正
当
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
互
い
に
非
脆
弱
な

｢

第
二
撃

能
力｣

を
保
有
し
て
い
れ
ば
、
核
戦
争
の

｢

不
確
実
性｣

か
ら
受
け
る
恐
怖
は
平
等
だ
と
い
う

(
B

u
n

d
y
,

M
cG

e
o

rg
e
,

“
T

h
e

B
ish

o
p

s

an
d

th
e

B
o

m
b
,”

N
ew

Y
ork

R
eview

of
B

ook
s,

Ju
n

e
1

6
,

1
9

8
3
.)

。

(

�)

シ
ェ
リ
ン
グ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、｢

共
通
利
益｣
の
存
在
は
、
当
事
者
間
で

｢

価
値
体
系｣

が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
な

い

(

シ
ェ
リ
ン
グ
	
ト
ー
マ
ス

『

紛
争
の
戦
略』

勁
草
書
房
、
二
〇
〇
八
年
、
一
一
頁
、
第
一
章
参
照)

。
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M
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d
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i
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r
N

o
.

5
0
(

L
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n
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r
S
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S
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1
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6
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.
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�)
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F
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“
C
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u
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(

�)

こ
の

｢

安
定
・
不
安
定
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス｣

に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。S
n

y
d
e

r,
G

le
n

n
H

.,
“

T
h

e
B

alan
ce

o
f

P
o

w
e

r
an

d
th

e

B
alan

ce
o

f
T

e
rro

r,”
P

au
l

S
e

ab
u

ry
e

d
.,

T
h

e
B

a
la

n
ce

of
P

ow
er
(

S
cran

to
n
:

C
h

an
d

le
r,

1
9

6
5)

.

ス
ナ
イ
ダ
ー
も
、
西
側
を

｢

現
状

維
持
勢
力｣

だ
と
規
定
し
た
上
で
、｢

安
定
・
不
安
定
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス｣

の
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。

(

�)
S

ch
w

artz,
D

av
id

N
.,

N
A

T
O

’s
N

u
clea

r
D

ilem
m

a
s,

W
ash

in
g

to
n
,

D
.C

.:
B

ro
o

k
in

g
s

In
stitu

tio
n

P
re

ss,
1

9
8

3
;

S
tro

m
se

th
,

J.
E

.,

T
h

e
O

rigin
s

of
F

lexib
le

R
esp

on
se

:
N

A
T

O
’s

D
eb

a
te

over
S

tra
tegy

in
th

e
1

9
6

0
s,

N
e

w
Y

o
rk

:
S

t.
M

artin
’s

P
re

ss,
1

9
8

8
.

第
一
章

｢
損
害
限
定｣

戦
略
の
論
理

第
一
節

ベ
ル
リ
ン
危
機
と

｢
大
量
報
復｣

戦
略
批
判

本
節
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
危
機
を
直
接
的
な
契
機
と
し
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が

｢

大
量
報
復｣

戦
略
を
抜
本
的
に
見
直
し
た
論
理
を

検
証
す
る
。
新
政
権
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
相
互
破
滅
の
全
面
核
報
復
の
威
嚇
で
は
、
米
国
が
局
地
紛
争
で
核
使
用
す
る

｢

信
憑
性｣

が
低
い
と
、
ソ
連
に
受
け
取
ら
れ
て
し
ま
う
。
権
威
主
義
体
制
の
ソ
連
は
、
ベ
ル
リ
ン
を
蹂
躙
し
て
西
欧
に
大
規
模
な
通
常
侵
攻
を

か
け
る
ほ
ど
、｢

非
理
性
的｣

主
体
だ
と
い
う
の
が
、
そ
の
判
断
の
根
拠
で
あ
っ
た
。

米
国
の

｢

拡
大
核
抑
止｣

は
、
東
側
の
圧
倒
的
な
通
常
戦
力
を
前
に
し
て
、｢

核
に
よ
る
西
欧
防
衛｣

と
い
う
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
守
る
た
め
に
発
展
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

(
E

ise
n

h
o

w
e

r,
D

w
ig

h
t

D
.)

前
政
権
の

｢

大
量
報
復｣

戦
略
と

は
、
優
勢
な
核
兵
器
と
運
搬
手
段
に
依
存
し
て
、
割
高
な
通
常
戦
力
の
大
幅
な
増
強
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
国
家
安
全
保
障

会
議
政
策
文
書
で
記
さ
れ
た
よ
う
に
、｢

西
欧
へ
の
侵
攻
に
対
す
る
最
大
の
抑
止
力
と
は
、
こ
の
地
域
が
攻
撃
さ
れ
れ
ば
核
攻
撃
戦

力
を
用
い
る
と
い
う
、
米
国
の
明
確
な
意
志
で
あ
る

(

�)｣

。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
戦
略
文
書
で
は
具
体
的
に
、
開
戦
後
即
座
に
核
兵
器
を
発
動
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し
て
、
続
い
て
ソ
連
本
土
に
も
先
制
核
攻
撃
か
け
て
優
位
を
得
る
、
と
明
記
さ
れ
た

(

�)

。

こ
こ
で
確
認
す
べ
き
は
、
米
本
土
の

｢

脆
弱
性｣

が
ソ
連
本
土
の
そ
れ
よ
り
格
段
に
小
さ
い
と
い
う
前
提
で
、｢

大
量
報
復｣

戦

略
の
論
理
が
組
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る

(

�)

。
四
九
年
の
核
実
験
以
後
も
ソ
連
の
運
搬
手
段
に
は
不
備
が
あ
っ
た
た
め
に
、
仮
に
米
国

が
西
欧
の
戦
場
で

｢

先
行
使
用｣

を
敢
行
し
た
と
し
て
も
、
ソ
連
の
核
報
復
で
米
本
土
が
壊
滅
状
態
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
一
縷
の

望
み
は
残
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
五
七
年
に
ソ
連
は
、
世
界
初
人
工
衛
星

｢

ス
プ
ー
ト
ニ
ク｣

の
打
ち
上
げ
に
成
功
し
て
、
大

陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル

(
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ)

で
米
本
土
を
射
程
に
入
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
が
ソ
連
本
土
に
核
攻
撃
を
か
け
る
こ
と
は
、

そ
れ
ま
で

｢

聖
域｣

と
さ
れ
て
き
た
自
国
の
都
市
も
、
短
時
間
の
内
に
破
滅
さ
せ
る〝

引
き
金〟

を
自
ら
引
く
こ
と
を
意
味
す
る
。

か
く
の
如
き
戦
略
情
勢
の
中
で
、
六
一
年
六
月
の
ウ
ィ
ー
ン
首
脳
会
談
で
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

(
K

h
ru

sh
ch

e
v
,

N
ik

ita
S
.)

は
、

ド
イ
ツ
問
題
の

｢

最
後
通
牒｣

を
突
き
つ
け
た
。
年
末
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
ソ
連
は
東
ド
イ
ツ
と
占
領
状
態
を
終
結
さ
せ
る

｢

講

和
条
約｣

を
単
独
で
締
結
し
て
、
東
ド
イ
ツ
政
府
に
西
ベ
ル
リ
ン
へ
の
通
行
の
管
理
権
を
引
き
渡
す
。｢

講
和
条
約｣

は

｢

現
状｣

の
変
更
に
は
当
た
ら
ず
、
以
後
こ
の
通
行
権
を
西
側
が
軍
事
力
で
侵
犯
す
れ
ば

｢

戦
争｣

と
な
る
。
書
記
長
は
、｢

力
の
比
率
は
今

や
等
し
い｣

と
い
う
ケ
ネ
デ
ィ
の
発
言
に
付
け
込
ん
で
、｢

戦
争
で
脅
す
の
は
ソ
連
で
は
な
く
、
米
国
だ｣

、
と
強
く
出
た

(

�)

。

こ
れ
に
対
し
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
、｢

米
国
は
最
後
通
牒
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い｣

と
反
駁
し
た
。｢

我
々
が
こ
の
地
域
か
ら
出
て
い

け
ば
、
…
…
誰
も
米
国
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
約
束
を
信
頼
し
な
く
な
る
。
…
…
そ
れ
は
単
な
る
紙
く
ず
と
看
做
さ
れ
て
し
ま
う
。

…
…
西
欧
は
米
国
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
死
活
的
で
あ
る
。
…
…
も
し
我
々
が
西
ベ
ル
リ
ン
を
去
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
放
棄
す
る

こ
と
に
な
る｣

。｢

現
状
を
力
で
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
書
記
長
、
あ
な
た
だ
。
…
…
世
界
が
米
国
は
誠
実
な
国
家
だ
と
信
じ

る
こ
と
は
、
重
大
な
戦
略
的
問
題
な
の
だ

(

�)｣

。
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首
脳
会
談
の
決
裂
を
踏
ま
え
て
、
国
防
長
官
は
、
八
月
の
ベ
ル
リ
ン
に
壁
が
出
現
し
た
後
で
も
、｢

ソ
連
は
西
ベ
ル
リ
ン
の
事
実

上
の
降
伏
を
狙
っ
て
い
る｣

、
と
予
見
し
た

(

�)

。
壁
は
一
時
凌
ぎ
で
、
ソ
連
政
府
は
必
ず
西
ベ
ル
リ
ン
を
奪
い
に
来
る
と
い
う
の
が
、

米
政
権
内
部
の
大
方
の
見
解
で
あ
っ
た

(

�)

。
と
こ
ろ
が
、
夏
ま
で
に
国
防
省
内
部
で
下
さ
れ
た
評
価
が
示
す
通
り
、
中
欧
に
お
け
る
劣

勢
な
通
常
戦
力
の
バ
ラ
ン
ス
で
は
、
西
側
が
来
た
る
侵
攻
に
対
抗
す
る
に
は
核
兵
器
に
依
存
す
る
し
か
な
い

(

�)

。
ソ
連
と
の
大
規
模
戦

闘
が
起
こ
る
恐
怖
に
駆
ら
れ
て
、
西
側
は

｢

全
面
戦
争
か
降
伏
か
と
い
う
二
者
択
一｣

の
隘
路
に
陥
っ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
を

募
ら
せ
た
。

か
く
し
て
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
の
批
判
の
矛
先
は
、
か
の〝

自
殺
的〟

な
核
戦
略
に
向
け
ら
れ
た
。｢

大
量
報
復｣

戦
略
に
拘
泥
し
た

ま
ま
で
は
、
西
欧
を
守
る
た
め
に
核
兵
器
を
用
い
る
米
国
の
意
志
が
弱
ま
っ
た
と
、
ソ
連
側
に
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い

(

�)

。
ピ
ッ
グ
ス

湾
事
件
の
影
響
も
加
わ
っ
て
、
若
い
新
大
統
領
は
、
老
練
な
政
治
家
が
首
脳
会
談
で
、｢

私
を
経
験
も
な
く
ガ
ッ
ツ
も
な
い
人
間
だ

と
思
っ
た｣

に
違
い
な
い
と
い
う
不
安
の
念
に
苛
ま
れ
た

(

�)

。｢

拡
大
核
抑
止｣

の

｢

信
憑
性｣

の
論
理
に
囚
わ
れ
た
結
果
、
米
国
政

府
は
、
米
本
土
の

｢

脆
弱
性｣

が
増
大
し
た
現
実
が
、｢

ソ
連
を
勢
い
づ
か
せ
て
、
死
活
的
な
問
題
で
西
側
に
挑
戦
す
る
よ
う
に
さ

せ
る｣

、
と
信
じ
込
ん
だ

(

�)

。

さ
ら
に
、
以
上
の

｢

宥
和｣

の
恐
怖
は
、
大
統
領
が
語
る
よ
う
に
、｢

ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
非
論
理
的
な
決
定
に
つ
い
て

の
わ
れ
わ
れ
の
得
た
経
験｣

に
よ
っ
て
も
煽
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
固
定
観
念
と
は
、｢

ア
メ
リ
カ
に
攻
撃
を
加
え
れ
ば
ソ
連
の
国
土

の
一
部
は
ほ
と
ん
ど
必
然
的
に
破
壊
さ
れ
る
に
違
い
な
い｣

に
も
か
か
わ
ら
ず
、｢

全
体マ

主
義マ

国
の
指
導
者
を
抑
制
し
得
な
い
と
い

う
こ
と｣

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ソ
連
に
有
利
な〝

ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ〟

は
、｢

ソ
連
を
し
て
世
界
支
配
へ
の
新
し
い
近
道

を
開
か
せ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

(

�)｣

。
つ
ま
り
、
権
威
主
義
体
制
の
ソ
連
は
、
西
欧
侵
攻
の
利
得
の
た
め
な
ら
核
戦
争
の
損
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失
さ
え
も
厭
わ
な
い
よ
う
な
、｢

非
理
性
的｣

主
体
だ
と
看
做
さ
れ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

以
上
の〝

脅
威
認
識〟

に
従
っ
て
、
米、
ソ、
が、
相、
互、
に、
破、
滅、
す、
る、
全
面
核
戦
争
の
威
嚇
で
は
、
ソ
連
の
脅
威
に
対
抗
で
き
な
い
と
い

う
評
価
が
固
ま
っ
た
。
例
え
ば
、
大
統
領
は
七
月
二
五
日
の
テ
レ
ビ
演
説
で
、
ソ
連
の

｢

現
状
打
破｣

の
企
て
を
阻
む
た
め
に
、
米

国
が

｢

起
こ
り
う
る｣

核
戦
争
で
も

｢

生
き
抜
く｣

決
意
を
表
明
し
た
。
具
体
的
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
駐
留
部
隊
の
増
強
と
と
も
に
、

核
シ
ェ
ル
タ
ー
の
建
設
等
の

｢

民
間
防
衛｣

計
画
を
議
会
に
要
請
し
た

(

�)

。
つ
ま
り
、
自
国
の
諸
都
市
を
破
滅
か
ら
逃
れ
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
西
欧
の
防
衛
に
米
国
が
戦
略
核
戦
力
を
用
い
る

｢

信
憑
性｣

を
高
め
る
と
い
う
論
理
で
あ
る

(

�)

。

ま
と
め
る
と
、｢

拡
大
核
抑
止｣

の

｢

信
憑
性｣

と
い
う
理
論
上
の
問
題
が
、
ウ
ィ
ー
ン
会
談
後
に
現
実
に
切
迫
し
た
も
の
と
し

て
立
ち
上
が
っ
た
。
米
国
政
府
は
、
ソ
連
の

｢

理
性｣

を
低
く
評
価
し
て
、
彼
ら
が
西
欧
に
大
規
模
な
通
常
侵
攻
を
か
け
て
く
る
蓋

然
性
を
高
く
見
積
も
っ
た
。
こ
の〝
脅
威
認
識〟

の
上
で
、
国
防
長
官
は
、
核
戦
争
の
損
害
を
限
定
し
て
西
欧
防
衛
の
義
務
を
果
た

す
と
い
う
新
戦
略
の
立
案
に
着
手
す
る
。

第
二
節

｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

の
共
存

本
節
で
は
、｢

先
行
使
用｣

の
論
理
を
主
な
動
機
と
し
て
、
米
国
政
府
が

｢

損
害
限
定｣

戦
略
を
採
用
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
。

米
国
政
府
は
、
戦
場
で
戦
術
核
兵
器
を

｢

先
行
使
用｣

し
た
後
で
も
、
核
戦
争
を
段
階
的
に
制
御
す
る
戦
争
計
画
を
立
案
し
た
。

｢

損
害
限
定｣

戦
略
の
盲
点
は
、
西
欧
に
通
常
侵
攻
を
か
け
る
ソ
連
の

｢
狂
気｣

と
、
米
都
市
を
核
攻
撃
の
標
的
か
ら
外
す
ソ
連
の

｢

理
性｣

が
矛
盾
し
な
い
と
捉
え
た
点
に
あ
る
。

｢

大
量
報
復｣

戦
略
の
下
で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
戦
略
文
書
に
お
い
て
、
遂
に
ソ
連
と
の

｢

限
定
戦
争｣

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
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か
っ
た

(

�)

。
具
体
的
に
は
、
緒
戦
で
大
量
の
核
兵
器
が
自、
動、
的、
に
発
動
さ
れ
る
対
応
を
整
え
て
、
急
速
に
全
面
核
戦
争
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー

ト
さ
せ
る
。
ま
た
、
在
欧
米
軍
六
個
師
団
、
特
に
ベ
ル
リ
ン
の
駐
留
米
軍
の
役
割
は
、｢

通
常
戦
争
を
戦
う｣

こ
と
で
は
な
く
、
全

面
核
戦
争
の

｢

導
火
線｣

(
trip

-w
ire)

と
規
定
さ
れ
た

(

�)

。
そ
れ
に
対
し
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
西
欧
に
お
け
る
米
国
の
利
益
を

防
衛
す
る
意
志
を
強
め
る
た
め
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
戦
争
計
画
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、
よ
り
柔、
軟、
性、
の
あ
る
対
応
を
模
索
す
る

(

�)

。

例
え
ば
、
六
一
年
一
〇
月
二
〇
日
付
で
大
統
領
は
、
戦
争
計
画
の
眼
目
が
、
戦
闘
を
段
階
的
に
拡
大
す
る
威
嚇
を
示
す
こ
と
で
、

す、
で、
に、
動、
き、
出、
し、
た、
相
手
に
、｢

核
戦
争
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
最
大
限
の
リ
ス
ク
に
気
づ
か
せ
る｣

点
に
あ
る
と
強
調
し
た
。
最

悪
の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、
西
側
は
戦
闘
で
敗
北
し
そ
う
な
時
に
、
戦
場
に
お
い
て
戦
術
核
兵
器
の
使
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
の

場
合
で
も
、｢

選
択
的｣

で

｢
限
定
的｣

、
そ
し
て

｢

段
階
的｣

な
核
使
用
を
行
っ
て
、
戦
略
核
戦
争
も
制
御
す
る
旨
が
、
戦
争
計
画

に
規
定
さ
れ
た

(

�)

。
要
す
る
に
、｢

核
優
位｣

の
立
場
か
ら
相
対
的
利
得
を
引
き
出
せ
る
と
す
る
幻
想
が
、
軍
事
衝
突
が
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
破
滅
的
損
失
を
も
た
ら
す
恐
怖
に
勝
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
戦
略
的
要
請
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
前
月
の
九
月
に
国
防
長
官
は
、｢

損
害
限
定｣

戦
略
の
採
用
を
進

言
し
て
い
た
。
彼
の
大
統
領
宛
文
書
に
よ
れ
ば
、
米
国
が
報
復
核
攻
撃
を
敵
の
戦
略
核
戦
力
に
関
連
す
る
基
地
に
向
け
れ
ば
、
米
本

土
が
被
る

｢

損
害
を
限
定
し
て
、
受
け
入
れ
可
能
な
条
件
で
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
大
い
に
資
す
る

(

�)｣

。
こ
の

｢

限
定
核
戦
争｣

の
論
理
を
根
拠
と
し
て
、
国
防
長
官
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
の
前
で
、
米
国
の

｢

先
行
使
用｣

の
威
嚇
が
機
能
し
て
い
る
と
主
張
し
た
。

す
な
わ
ち
、｢

戦
略
核
優
位
と
統
制
さ
れ
た
反
応
の
戦
略
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
公
約
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
に
損
害

を
最
小
に
す
る
希
望
が
生
ま
れ
る

(

�)｣

。

か
く
し
て
、
六
一
年
一
〇
月
二
一
日
に
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
戦
争
計
画
の
承
認
に
合
わ
せ
て
、〝

ミ
サ
イ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ〟

の
不
在
を
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暴
露
さ
せ
た
。
米
国
の
戦
略
的
優
位
を
公
表
し
た
意
図
は
、｢

ア
メ
リ
カ
が
ベ
ル
リ
ン
地
域
で
の
い
か
な
る
脅
し
に
も
、
受
け
て
立

つ
用
意
が
あ
る
こ
と
を
ソ
連
に
納
得
さ
せ
る｣

こ
と
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
統
領
は
翌
年
三
月
に
も
、｢

ベ
ル
リ
ン
で
死
活
的
利

益
が
害
さ
れ
た
時
、
米
国
が
先
に
攻
撃
し
な
い
と
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
確
信
す
べ
き
で
は
な
い｣

と
、
公
然
と
警
告
を
発
し
た
。
以

上
の
核
威
嚇
の
根
底
に
は
、
米
国
が

｢

ギ
ャ
ッ
プ
を
信
じ
て
い
る
と
思
わ
せ
て
お
い
た
ら
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
お
そ
ら
く
世
界
を
戦

争
寸
前
の
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込
む
だ
ろ
う｣

、
と
い
う
切
迫
し
た
認
識
が
あ
っ
た

(

�)

。

極
め
て
奇
妙
な
構
図
で
は
あ
る
が
、｢

損
害
限
定｣

戦
略
の
要
諦
は
、
一
つ
の
戦
略
概
念
の
中
に
、
ソ
連
の

｢

狂
気｣

だ
け
で
な

く

｢

理
性｣

も
内
包
し
て
い
た
点
に
あ
る
。
戦
略
の
成
功
に
は
、
戦
闘
中
で
も
強
靭
な
精
神
力
を
保
ち
、
核
攻
撃
の
標
的
を
軍
事
関

連
施
設
に
絞
る
だ
け
の

｢

理
性
的｣
判
断
が
、
ソ
連
側
に
も
要
求
さ
れ
る

(

�)

。
こ
の
前
提
条
件
に
つ
い
て
は
、｢

も
う
一
方
の
側
が
同

じ
こ
と
を
し
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
何
か
利
点
は
あ
る
の
か
？｣

と
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
も
鋭
く
認
識
し
て
い
た

(

�)

。
つ
ま
り
、
ソ
連
の

｢

理
性
的｣

判
断
能
力
が
低
い
と
い
う
偏
見
に
基
づ
い
て
米
国
の

｢

戦
略
的
優
位｣

を
正
当
化
し
た
一
方
で
、
都
市
の
相
互
破
滅
を

回
避
す
る

｢

共
通
利
益｣

を
理
解
で
き
る

｢

理
性｣
も
、
矛
盾
し
な
い
も
の
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
盲
点
に
嵌
ま
り
込
ん
で
、
国
防
長
官
は
六
二
年
六
月
に
ミ
シ
ガ
ン
大
学
で
、
ソ
連
に
向
け
て

｢

都
市
回
避｣

を
提
唱
し
た
。

彼
は
こ
の
演
説
で
、｢

仮
に
米
ソ
が
核
の
応
酬
に
踏
み
切
っ
た
場
合
、
我
々
の
社
会
の
破
壊
を
避
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
、
核
兵
器

の
最
初
の
発
射
を
限
定
す
る
よ
う
に
、
ソ
連
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
し
た

(

�)

。
そ
し
て
、｢

我
々
は
仮
想
敵
に
対
し
て
、
我
々
自
身
の

都
市
に
攻
撃
す
る
の
を
控
え
さ
せ
る
誘
因
の
中
で
、
想
像
し
う
る
限
り
最
も
強
い
誘
因
を
与
え
て
い
る｣

と
い
う

(

�)

。
こ
の
よ
う
に
、

米
国
政
府
は
、
自
国
の

｢

核
優
位｣

が
ソ
連
に

｢

都
市
回
避｣

の
強
い
動
機
を
も
た
せ
る
、
と
思
い
込
ん
だ
。

ま
と
め
る
と
、
ソ
連
の｢

理
性｣

と｢

狂
気｣

が〝

共
存〟

し
な
け
れ
ば
、｢
損
害
限
定｣

戦
略
は
成
立
し
な
い
。
例
え
ば
、
キ
ュ
ー
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バ
危
機
直
前
の
九
月
に
、
西
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
た
国
防
長
官
は
、
朝
鮮
戦
争
以
降

｢

最
も
軍
事
的
に
厳
し
い｣

と
い
う
情
勢
認
識

を
示
し
た
上
で
、
ベ
ル
リ
ン
へ
の
通
行
権
と
い
う

｢

死
活
的
利
益
を
守
る
た
め
な
ら
、
必
要
な
兵
器
は
何
で
も
利
用
す
る｣

、
と
声

明
を
出
し
た

(

�)

。
結
局
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
自
身
が
披
瀝
し
て
い
る
よ
う
に
、
ベ
ル
リ
ン
で
ソ
連
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
の
は
、
米
国
の

｢

核
優
位｣
だ
と
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る(

�)。
だ
が
、
元
来
ソ
連
の

｢

狂
気｣

を
措
定
す
る

｢

核
優
位｣

の
意
義
を
強
調
す
る
ほ
ど
、

〝

共
存〟

の
構
造
故
に
、
米
国
は
益
々
ソ
連
の

｢

理
性｣

に
期
待
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
い
う
ア
イ
ロ
ニ
ー
が
生
じ
る

(

�)

。

そ
れ
に
対
し
て
、
ソ
連
側
は
、
核
戦
争
中
に

｢

理
性｣

を
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
い
う
本
質
的
な
批
判
を
行
っ
た
。
例
え

ば
、
六
一
年
八
月
に
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
七
月
二
五
日
の
演
説
に
驚
愕
し
て
、
大
統
領
が
思
う
ほ
ど
戦
闘
の
制
御
は
容

易
で
は
な
い
の
で
、
核
戦
争
で
脅
す
の
は

｢

狂
っ
て
い
る｣

と
訴
え
た
。
書
記
長
は
、｢

損
害
限
定｣

戦
略
と
は
ま
さ
に
、
自
国
の

少
数
の
報
復
核
戦
力
ま
で
も
壊
滅
す
る
｢
第
一
撃
能
力｣

を
暗
示
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
、
米
国
の

｢

狂
気
性｣

に
震
撼
し
た
。

そ
れ
故
に
、
一
〇
月
末
に
五
〇
メ
ガ
ト
ン
を
上
回
る
大
型
の
核
爆
弾
で
核
実
験
を
行
わ
せ
た
よ
う
に
、
い
か
な
る
核
戦
争
も
全
面
に

な
る
と
い
う
論
理
で
、｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣
を
共
存
さ
せ
る
米
国
の

｢

限
定
核
戦
争｣

論
に
対
抗
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

要
す
る
に
、｢

損
害
限
定｣

戦
略
は
、
ソ
連
の

｢
理
性｣

と

｢

狂
気｣

を〝

共
存〟

さ
せ
る
と
い
う
構
造
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

ベ
ル
リ
ン
で

｢

先
行
使
用｣

の

｢

信
憑
性｣

を
維
持
す
る
た
め
に
、
自
国
の

｢

核
優
位｣

を
背
景
と
し
て
、
ソ
連
に
対
米
都
市
攻
撃

を
回
避
さ
せ
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
核
戦
争
の
限
定
化
を
企
図
し
た
核
戦
略
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
、
米
ソ
両
国
は
疑
心
暗
鬼
の

悪
循
環
に
陥
り
、
キ
ュ
ー
バ
で
相
互
不
信
は
頂
点
に
達
す
る
。

(

�)
U

.S
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D
e

p
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e
n

t
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f
S

tate
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F
oreign

R
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n
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S
ta
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F
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U
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,
1

9
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2
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v
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d
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1

0
0
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Jo
h

n
F

.)

前
国
務
長
官
は
、
こ
の
戦
略
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
た
。｢

我
々
の
望
む
手
段
に
よ
っ
て
、
我
々
の
望
む
場
所
に
お
い
て
、
即

座
に
報
復
を
行
い
う
る
能
力
を
も
つ
核
兵
器
に
、
我
々
の
安
全
を
主
と
し
て
託
す｣

。

(
�)
金
子
譲

『

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
北
大
西
洋
条
約
機
構
の
研
究』

彩
流
社
、
二
〇
〇
八
年
、
九
二－

七
頁
。
一
九
四
八
年
の
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
が
、

｢

先
行
使
用｣

論
の〝

起
源〟

と
な
っ
た
。
こ
の
危
機
で
、
大
挙
し
て
押
し
寄
せ
る
敵
軍
か
ら
ベ
ル
リ
ン
を
防
衛
す
る
に
は
核
兵
器
が
不

可
欠
だ
と
す
る
発
想
が
、
米
国
政
府
内
部
に
生
ま
れ
た

(

吉
田
文
彦

『

核
の
ア
メ
リ
カ』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
一
六－

八
頁)

。

(

�)
B

o
b

b
itt,

P
h

ilip
,

D
em

ocra
cy

a
n

d
D

eterren
ce,

N
e

w
Y

o
rk

:
S

t.
M

artin
’s

P
re

ss,
1

9
8

8
,

p
p
.

1
2

�3,
ch
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.

4
.

(

�)
F

R
U

S
,

1
9

6
1

�
6

3
,

v
o

l.
1

4
,

d
o

c.
3

2
,

3
3
.

グ
ロ
ム
イ
コ

(
G

ro
m

y
k

o
,

A
n

d
re

y
A

.)

外
相
は
、
ベ
ル
リ
ン
を
め
ぐ
っ
て
銃
撃
戦
が
始

ま
れ
ば
、
核
ミ
サ
イ
ル
が

｢

戦
火
を
米
国
大
陸
ま
で
広
げ
る
で
あ
ろ
う｣

、
と
警
告
し
て
い
た

(

タ
ル
ボ
ッ
ト
�
ス
ト
ロ
ー
ブ

『

米
ソ
核

軍
縮
交
渉』

サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
、
七
〇
頁)

。

(

�)
Ib

id
.

(

�)

カ
ウ
フ
マ
ン
�
ウ
イ
リ
ア
ム

『
マ
ク
ナ
マ
ラ
の
戦
略
理
論』

ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
六
八
年
、
三
一
五－

六
頁
。

(

	)
M

ay
,

E
rn

e
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R
.

an
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h

ilip
D

.
Z

e
lik

o
w
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T

h
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C
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b
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g
e
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H
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U

n
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P
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p
.

3
1
;

T
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n

b
e
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,

M
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H
istory

a
n

d
S
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tegy,

P
rin

ce
to

n
:

P
rin

ce
to

n
U

n
iv

e
rsity

P
re

ss,
1

9
9

1
,

p
p
.

2
2

1

�2.

た
だ
し
、
大
統
領
は
一
報
を
受
け
て
、

｢

も
し
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
本
当
は
西
ベ
ル
リ
ン
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
っ
た
ら
、
壁
な
ん
か
建
て
な
か
っ
た
は
ず
じ
ゃ
な
い

か
？
…
…
戦
争
よ
り
は
壁
の
方
が
よ
っ
ぽ
ど
ま
し
だ
か
ら
な｣

、
と
私
的
に
漏
ら
し
た
と
さ
れ
る

(

ベ
シ
ュ
ロ
ス
�
マ
イ
ケ
ル

『

危
機
の

年』
(

上)

飛
鳥
新
社
、
一
九
九
二
年
、
四
〇
九
頁)

。

(


)
H
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V
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d

a
n

cy,
1

9
6

1

�19
6

5
,

W
ash

in
g

to
n
,

D
C

:
G

.P
.O

.,

2
0

0
6
,

p
p
.

3
5

9

�60
,

3
6

3

�5.

例
え
ば
、
米
陸
軍
が
九
六
万
人
で
一
六
個
師
団
を
構
成
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
軍

は
二
〇
〇
万
人
で
一
七
五
師
団
と
い
う
数
が
踊
っ
て
い
た
。

(

�)

ケ
ネ
デ
ィ
が
特
に
問
題
視
し
た
よ
う
に
、
西
ベ
ル
リ
ン
の
特
殊
な
地
理
的
環
境
は
、
米
国
の
核
使
用
の

｢

信
憑
性｣

を
削
い
で
い
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
西
ベ
ル
リ
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
取
り
戻
す
に
は
、
西
側
が
先、
に、
在
来
戦
力
を
用
い
て
軍
事
行
動
を
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
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か
ら
だ
と
い
う

(
G

av
in

,
F

ran
cis

J.,
“

T
h

e
M

y
th

o
f

F
le

x
ib

le
R

e
sp

o
n

se
:

U
n

ite
d

S
tate

s
S

trate
g

y
in

E
u

ro
p

e
d

u
rin

g
th

e
1

9
6

0
s,”

T
h

e
In

tern
a

tion
a

l
H

istory
R

eview
,

2
3
:

4
(

D
e

ce
m

b
e

r,
2

0
0

1)
,

�http
://w

w
w

.u
te

x
as.e

d
u

/lb
j/facu

lty
/g

av
in

/article
s

/in
d
e

x
.h

tm
l

�,

p
p
.

2
0

�

2
,

p
.

4
2
.)

。

(

�)
ベ
シ
ュ
ロ
ス
、
前
掲
書
、
三
三
四
頁
。

(

�)
T

h
e

M
cN

a
m

a
ra

A
scen

d
a

n
cy,

p
p
.

3
0

1

�

2
.

こ
の
評
価
に
基
づ
い
て
、
新
政
権
は
春
先
よ
り
、｢

核
戦
争
勝
利｣

能
力
を
求
め
て
、

史
上
最
大
規
模
の
軍
備
増
強
計
画
に
着
手
し
た

(

前
掲
、
拙
稿
、
第
一
章
第
一
節
参
照)

。

(

�)

ケ
ネ
デ
ィ
�
ジ
ョ
ン
・
Ｆ

『

平
和
の
た
め
の
戦
略』

日
本
外
政
学
会
、
一
九
六
一
年
、
六
八－

九
、
三
八
三－

九
二
頁
。

(

	)

ベ
シ
ュ
ロ
ス
、
前
掲
書
、
三
七
六－

七
、
五
一
六－

七
頁
。｢

限
定
核
戦
争｣

論
の
根
底
に
は
、
権
威
主
義
体
制
の
方
が
民
主
主
義

国
よ
り
も
、
核
戦
争
の
リ
ス
ク
を
冒
し
て
機
会
主
義
的
な
行
動
に
出
や
す
い
と
い
う

｢

不
均
衡
な
道
徳
観｣

が
あ
る

(

前
掲
、
拙
稿
、
第

一
章
第
三
節
参
照)

。
例
え
ば
、
新
政
権
の
国
家
安
全
保
障
会
議
の
諮
問
委
員
で
も
あ
っ
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
相
互
破
滅
の
状
態
が

生
ま
れ
れ
ば

｢

恐
怖
の
均
衡｣

が
不
安
定
化
す
る
と
い
う
論
理
で
、
最
も
体
系
的
に

｢

大
量
報
復｣

戦
略
を
批
判
し
た
。
そ
こ
で
提
唱
さ

れ
た
の
が
、
西
欧
へ
の
限
定
侵
攻
に
対
し
て
、｢

現
状
維
持
国｣

が
戦
術
核
兵
器
を｢

先
行
使
用｣

す
る
政
策
で
あ
る(

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
�

ヘ
ン
リ
ー
・
Ａ

『

核
兵
器
と
外
交
政
策』
日
本
外
政
学
会
、
一
九
五
八
年)

。
た
だ
し
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
そ
の
後
、
戦
術
核
使
用
に

対
し
て
懐
疑
的
な
立
場
に
変
わ
る
。

(


)
P

u
b

lic
P

a
p

ers
of

th
e

P
resid

en
ts

of
th

e
U

n
ited

S
ta

tes,
Joh

n
F

.
K

en
n

ed
y
(
=

K
P

P)
:

1
9

6
1

,
p

p
.

5
3

3

�40
.

(

�)

前
掲
、
拙
稿
、
一
五
〇
頁
。
ギ
ャ
デ
ィ
ス
�
ジ
ョ
ン
・
Ｌ

『

歴
史
と
し
て
の
冷
戦』

慶
應
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
二
四
一－

五
頁
。

(

�)
P

e
d

lo
w

,
G

re
g

o
ry

W
.,

e
d
.,

N
A

T
O

S
tra

tegy
D

ocu
m

en
ts.

1
9

4
9

�19
6

9
,

B
ru

sse
ls

:
N

A
T

O
In

fo
rm

atio
n

S
e

rv
ice

,
1

9
9

7
,

p
p
.

XVIII-XX.

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
前
大
統
領
も
、
五
八
年
末
に
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
か
ら
ベ
ル
リ
ン
問
題
の

｢

最
後
通
牒｣

を
受
け
て
い
た
。
そ
れ

で
も
、
ベ
ル
リ
ン
で
戦
争
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
相
互
破
滅
の
全
面
核
戦
争
の
威
嚇
で
十
分
だ
と
考
え
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
を
務
め
た
元
軍
人
が
、｢

ベ
ル
リ
ン
で
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
戦
争
を
起
こ
す
恐
れ
は
な
い｣

と
い
う
情
勢
判
断
を
下
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し
て
い
た
こ
と
で
あ
る

(

岩
間
陽
子

｢

ベ
ル
リ
ン
危
機
と
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
外
交

(

一)
(

二)｣
『

法
学
論
叢』

第
一
四
一
巻
一
号
、
第

一
四
二
巻
三
号

(

一
九
九
七
年)

、
八
八－

九
、
九
四－

五
、
一
〇
四－

七
頁)

。

(
�)

G
ad

d
is,

Jo
h

n
L

.,
S

tra
tegies

of
C

on
ta

in
m

en
t,

N
e

w
Y

o
rk

:
O

x
fo

rd
U

n
iv

e
rsity

P
re

ss,
2

0
0

5
,

p
.

1
6

6
,

1
7

3
.
｢

導
火
線｣

の

｢

重

要
な
特
徴
は
、
全
面
戦
争
を
勃
発
さ
せ
る
か
ど
う
か
が
、
…
…
わ
れ
わ
れ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
外
に
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
ソ
連
側
が
知
っ

て
い
る
点
に
あ
る｣

(

シ
ェ
リ
ン
グ
、
前
掲
書
、
二
〇
〇
頁
、
第
八
章
参
照)

。

(

�)

例
え
ば
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
ア
イ
ク
以
上
に
、
特
に
紛
争
の
烈
度
が
比
較
的
低
い
局
地
を
中
心
と
し
て
、
非
核
戦
力
の
増
強
に
熱
心
に
取

り
組
ん
だ

(

カ
ウ
フ
マ
ン
、
前
掲
書
、
三
一
三－

四
頁)

。

(

�)
F

R
U

S
,

1
9

6
1

�63
,

v
o

l.
1

4
,

d
o

c.
1

8
5
;

T
rach

te
n

b
e

rg
,

M
arc,

A
C

on
stru

cted
P

ea
ce

:
T

h
e

M
a

k
in

g
of

th
e

E
u

rop
ea

n
S

ettlem
en

t

1
9

4
5

�19
6

3
,

P
rin

ce
to

n
:

P
rin

ce
to

n
U

n
iv

e
rsity

P
re

ss,
1

9
9

9
,

p
p
.

2
8

6

�91
.

確
か
に
、｢

大
量
報
復｣

戦
略
に
基
づ
く
戦
争
計
画
の
時

よ
り
も
、
通
常
戦
争
か
ら
核
戦
争
に
入
る

｢

敷
居｣

は
着
実
に
高
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
年
末
に
国
防
長
官
は
西
欧
諸
国

に
対
し
て
、
非
核
戦
力
で

｢

攻
撃
を
阻
止
し
て
、
特
に
背
後
に
あ
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
核
戦
力
を
ち
ら
つ
か
せ
、
ソ
連
に
考
え
直
さ
せ
る
の
に

十
分
な
時
間
を
生
む｣

必
要
性
を
説
い
て
い
る

(
T

h
e

M
cN

a
m

a
ra

A
scen

d
a

n
cy,

p
p
.

3
5

8

�9,
p
.

3
6

2
,

3
6

5
.)

。

(

�)
Ib

id
.,

v
o

l.
8
,

d
o

c.
4

6
.

(

�)
“

R
e

m
ark

s
b

y
S

e
cre

tary
M

cN
am

ara
N

A
T

O
M

in
iste

rial
M

e
e

tin
g
,

5
M

ay
1

9
6

2
R

e
stricte

d
S

e
ssio

n
,”

O
ffice

o
f

th
e

S
e

cre
tary

o
f

D
e

fe
n

se
,

F
re

e
d

o
m

o
f

In
fo

rm
atio

n
A

ct,
p

p
.

7

�8,
1

2

�6.

た
だ
し
、
彼
は
、
戦
術
核
使
用
は
軍
事
的
利
得
を
も
た
ら
さ

な
い
か
も
し
れ
な
い
、
と
も
述
べ
て
い
る
。

(

�)

ベ
シ
ュ
ロ
ス
、
前
掲
書
、
四
八
三－

七
、
五
一
六－

七
頁
。M

ay
an

d
Z

e
lik

o
w

,
op

.
cit.,

p
p
.

3
4

�5.

(

	)

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー


ハ
ン
ス
・
Ｊ

『

ア
メ
リ
カ
外
交
政
策
の
刷
新』
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
四
年
、
三
〇
二－

三
頁
。

(

�)
T

h
e

M
cN

a
m

a
ra

A
scen

d
a

n
cy,

p
.

3
1

0
.

国
防
長
官
が
、
軍
事
関
連
施
設
を
核
攻
撃
の
標
的
と
す
る

｢

対
兵
力
打
撃｣

に
関
心
を
抱

い
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
拙
稿
、
一
四
五－

九
頁
を
参
照
。

(

�)
Ib

id
.,

p
p
.

3
1

5

�6;
S

h
ap

le
y
,

D
e

b
o

rah
,

P
rom

ise
a

n
d

P
ow

er
:

T
h

e
L

ife
a

n
d

T
im

es
of

R
ob

ert
M

cN
a

m
a

ra
,

B
o

sto
n
:

L
ittle

B
ro

w
n
,
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1
9

9
3
,

p
.

1
4

4
.

(
�)

D
ep

a
rtm

en
t

of
S

ta
te

B
u

lletin
,

v
o

l.
4

7
(

Ju
ly

9
,

1
9

6
2)

,
p
.

6
7
.

(
�)

F
R

U
S

,
1

9
6

1

�

6
3

,
v

o
l.

1
5
,

d
o

c.
1

2
4
.
｢

先
行
使
用｣

の
問
題
は
、
核
兵
器
の
運
搬
手
段
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
通
常
戦
力
を
関
連
づ
け

て
段
階
的
に
縮
小
す
る

｢

全
面
完
全
軍
縮｣

に
お
い
て
浮
き
彫
り
に
な
る
。
そ
の
成
立
に
は
、
両
陣
営
が

｢

核
廃
絶｣

を
究
極
目
標
と
し

て
、
ま
ず
は
、
報
復
核
攻
撃
に
よ
る
被
害
が
両
国
に
と
っ
て
絶
対
的
に

｢

受
け
入
れ
難
い｣

も
の
だ
と
す
る
共
通
了
解
に
達
す
る
こ
と
が

前
提
条
件
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
六
二
年
四
月
に
、｢

損
害
限
定｣

戦
略
を
採
用
す
る
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
あ
く
ま
で
も
自
国
の

｢

核
優

位｣

を
常
に
維
持
す
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
た
提
案
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
最
大
の
要
因
の
一
つ
が
、｢

先
行
使
用｣

の

｢

信
憑

性｣

を
保
つ
こ
と
で
あ
っ
た

(

黒
崎
輝

｢

米
国
の
核
優
位
へ
の
執
着
と
全
面
完
全
軍
縮
、
一
九
五
九－

一
九
六
三
年｣

『

国
際
政
治』

第

一
六
三
号

(

二
〇
一
一
年
一
月))

。
(

�)
Ib

id
.,

d
o

c.
6

7
.

当
時
大
統
領
特
別
補
佐
官
だ
っ
た
シ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
ー
も
、
ベ
ル
リ
ン
危
機
を
終
息
さ
せ
た
の
は
、
核
戦
争
も
辞
さ

な
い
米
国
の

｢

決
意｣

と
外
交
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
た
ケ
ネ
デ
ィ
の
手
腕
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る

(

シ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
ー
、
Ａ
・
Ｍ

『

ケ

ネ
デ
ィ』

(

上)

河
出
書
房
、
一
九
六
六
年
、
四
〇
九－

一
〇
、
四
一
五－

六
、
四
二
二－

三
頁)

。

(

�)

本
稿
と
は
異
な
り
、
ナ
ッ
シ
ュ
は
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
以、
前、
の
段
階
で
、
大
統
領
が
実
質
的
に

｢

核
優
位｣

の
効
果
を
否
定
し
て
い
た

と
論
じ
る

(
N

ash
,

P
h

ilip
,

“
B

e
ar

A
n

y
B

u
rd

e
n

?
:

Jo
h

n
F

.
K

e
n

n
e

d
y

an
d

N
u

cle
ar

W
e

ap
o

n
,”

G
ad

d
is,

Jo
h

n
L

.,
e

d
s,

C
old

W
a

r

S
ta

tesm
en

C
on

fron
t

th
e

B
om

b
,

N
e

w
Y

o
rk

:
O

x
fo

rd
U

n
iv

e
rsity

P
re

ss,
1

9
9

9
.)

。

(

�)

前
掲
、
拙
稿
、
一
五
〇－

一
、
一
五
六－

七
頁
。
歴
史
の
後
知
恵
も
借
り
て
言
え
ば
、
ベ
ル
リ
ン
を
め
ぐ
る
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
挑
発

的
な
言
動
は
、
モ
ス
ク
ワ
に
お
け
る
彼
の
地
位
の
脆
弱
性
に
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
六
一
年
八
月
に
、

東
ド
イ
ツ
と
の
単
独
講
和
と
い
う
誓
約
の
実
施
延
期
を
、
核
実
験
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
破
棄
の
発
表
と
抱
き
合
わ
せ
に
し
た
の
で
あ
る

(

ハ

レ
ー
�
ル
イ
ス

『

歴
史
と
し
て
の
冷
戦』

サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
六
七
年
、
三
〇
二－

八
頁
。
ベ
シ
ュ
ロ
ス
、
前
掲
書
、
三
四
五－

八

頁)

。
と
こ
ろ
が
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
、｢

宥
和｣

の
恐
怖
に
襲
わ
れ
て
い
た
の
で
、
ア
イ
ク
ほ
ど
、
相
手
国
の
指
導
者
の

｢

政
治
的
脆
弱
性｣

を
斟
酌
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た

(

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー

『

外
交』

(

下)

日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
、
一
八
六－

七
頁)

。
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第
二
章

｢

柔
軟
反
応｣

戦
略
の
論
理

第
一
節

キ
ュ
ー
バ
危
機
と

｢

海
上
封
鎖｣

の
展
開

本
節
で
は
、
キ
ュ
ー
バ
へ
の
核
ミ
サ
イ
ル
搬
入
に
対
処
す
る
た
め
に
、
国
防
長
官
が
考
案
し
た

｢

海
上
封
鎖｣

の
論
理
を
解
明
す

る
。｢

損
害
限
定｣
戦
略
が
破
綻
し
た
結
果
、
ソ
連
の

｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

の
矛
盾
が
露
呈
す
る
。｢

海
上
封
鎖｣

と
は
、
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
の
信
頼
性
を
守
る
た
め
に
、
全
面
核
戦
争
の
威
嚇
と
は
別
に
、
戦
闘
の
段
階
的
制
御
を
可
能
に
す
る
と
い
う
論
理
で
あ
っ

た
。危

機
の
対
応
策
と
し
て
、
大
統
領
と
国
防
長
官
は
、
関
連
施
設
へ
の
空
爆
に
及
び
腰
で
あ
っ
た
。
こ
の
実
行
に
踏
み
切
っ
た
場
合
、

特
に
ト
ル
コ
に
あ
る
米
軍
基
地
と
ベ
ル
リ
ン
が
ソ
連
の
報
復
対
象
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戦
火
が
飛
び
火
す
る
。
大
統
領
が
恐
れ

て
い
る
よ
う
に
、
ソ
連
が
ベ
ル
リ
ン
に
軍
事
侵
攻
し
た
場
合
、｢

核
兵
器
を
発
射
す
る
と
い
う
一
つ
だ
け
の
代
案
し
か
、
私
に
は
残

さ
れ
な
い
。
そ
し
て
、
核
の
応
酬
が
始
ま
る

(

�)｣
。
こ
の
よ
う
に
、｢

損
害
限
定｣

戦
略
の
時
と
は
違
っ
て
、
軍
事
衝
突
が

｢

ス
パ
イ
ラ

ル｣

状
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
恐
怖
は
、｢

戦
略
的
優
位｣

の
立
場
か
ら
相
対
的
利
得
を
引
き
出
せ
る
と
す
る
自
信
を
打
ち
砕
い
た
。

他
方
で
、
ソ
連
の

｢

持
ち
込
み｣

の
動
機
が

｢

防
御
的｣
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
、｢

政
治
外
交
的｣

な
幕
引
き
も
否
定
さ
れ

た
。
国
防
長
官
は
、
ソ
連
が
ベ
ル
リ
ン
問
題
の

｢

切
り
札｣

と
し
て
、
米
国
の
裏
庭
に
核
ミ
サ
イ
ル
を
持
ち
込
ん
だ
と
読
ん
だ

(

�)

。
大

統
領
は
九
月
に
、
キ
ュ
ー
バ
が

｢

巨
大
な
能
力
を
有
し
た
ソ
連
の
攻
撃
用
軍
事
基
地
と
な
っ
た
な
ら
ば
、
我
々
と
同
盟
国
の
安
全
を

守
る
た
め
に
い
か
な
る
行
動
も
と
る｣

、
と
宣
言
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
米
国
政
府
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
キ
ュ
ー
バ
・
ト
ル

コ
間
の
ミ
サ
イ
ル
相
互
撤
去
の

｢

取
引｣

を
図
れ
ば
、
同
盟
諸
国
か
ら
ベ
ル
リ
ン
で
も

｢

宥
和｣

す
る
と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
か
っ
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た

(

�)

。一
六
日
の
執
行
委
員
会
の
場
に
お
い
て
国
防
長
官
は
、
第
三
の
選
択
肢
と
し
て
、
全
面
核
報
復
の
宣
言
と
組
み
合
わ
せ
て
、
い
わ

ゆ
る｢
海
上
封
鎖｣

の
決
行
を
推
奨
し
た

(

�)

。
確
か
に
、
核
戦
争
が
発
生
す
れ
ば
、
米
ソ
双
方
に
と
っ
て
絶、
対、
的、
に｢

受
け
入
れ
難
い｣

と
感
じ
る
損
失
と
な
る
。
そ
れ
で
も
、
ミ
サ
イ
ル
の
撤
去
に
大
統
領
の

｢

信
用｣

を
賭
け
た
の
で
、
ソ
連
が
船
舶
の
臨
検
に
従
わ
な

い
場
合
に
は
、
米
国
は
カ
リ
ブ
海
に
お
け
る
通
常
戦
力
の
優
位
を
背
景
と
し
て
、
段
階
的
に
圧
力
を
高
め
る
次
の
一
手
を
打
つ

(

�)

。
要

す
る
に
、
核
戦
争
の
限
定
化
を
試
み
る｢

損
害
限
定｣

戦
略
が
破
綻
し
た
結
果
、
核
戦
争
の
計
測
不
能
な
損
害
を
予
見
す
る｢

理
性｣

と
、
米
国
の
世
界
中
の
対
外
公
約
の
信
頼
性
を
地
に
落
と
す

｢

狂
気｣

は〝

分
離〟

し
た
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
二
六
日
の
電
報
で
、
事
態
の
統
制
が
効
か
な
く
な
る
恐
ろ
し
さ
を
前
面
に
出
し
て
い
た
。
戦
争
が
始

ま
れ
ば

｢

死
と
破
壊
が
ば
ら
ま
か
れ
る
ま
で
終
わ
ら
な
い｣

の
で
、｢

選
挙
が
迫
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
興
奮
や

些
細
な
情
熱
に
う
つ
つ
を
抜
か
し
て
は
な
ら
な
い｣

。
そ
し
て
、
キ
ュ
ー
バ
の
核
ミ
サ
イ
ル
撤
去
と
キ
ュ
ー
バ
不
可
侵
と
の

｢

取
引｣

を
持
ち
か
け
た

(

�)

。
マ
ク
ナ
マ
ラ
も
こ
の
電
報
を
読
ん
で
、
ソ
連
の
核
戦
争
に
対
す
る
恐
怖
心
を
知
り
、｢

損
害
限
定｣

戦
略
で
措
定

さ
れ
た
よ
う
な
、
意
図
的
に
核
戦
争
に
訴
え
る

｢

狂
っ
た｣

主
体
で
は
な
い
と
感
じ
た
と
い
う

(

�)

。

と
こ
ろ
が
、
翌
二
七
日
の
モ
ス
ク
ワ
放
送
で
は
、
ト
ル
コ
の
準
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
・
ジ
ュ
ピ
タ
ー
の
撤
去
も

｢

取
引｣

に
加

え
る
要
求
が
入
っ
て
い
た
。｢

あ
な
た
は
本
気
で
考
え
て
い
る
の
か
。
貴
国
に
は
自
国
の
安
全
を
要
求
し
て
攻、
撃、
用、
だ
と
呼
ぶ
兵
器

を
撤
去
す
る
権
利
が
あ
る
が
、
我
々
に
は
同
じ
権
利
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
と
。
貴
国
は
破
壊
的
な
ミ
サ
イ
ル
を
、
防、
御、
用、
だ
と
言
っ

て
ト
ル
コ
に
、
す
な
わ
ち
わ
が
国
の
す
ぐ
隣
に
配
備
し
て
い
る
で
は
な
い
か｣

[

傍
点

筆
者
、
以
下
同

(

�)]

。
つ
ま
り
、
キ
ュ
ー
バ

の
核
ミ
サ
イ
ル
配
備
は

｢

防
御
的｣

な
も
の
だ
と
論
じ
て
、
米
国
の〝

二
重
基
準〟
を
非
難
し
た
の
で
あ
る
。
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キ
ュ
ー
バ
上
空
で
偵
察
機
が
撃
墜
さ
れ
た
事
件
と
も
重
な
っ
て
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
ソ
連
が
釣
り
上
げ
た
要
求
と
そ
の
論
理
を
斥

け
た
。｢

そ
の
種
の
兵
器
を
、
攻
撃
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
国

攻
撃
さ
れ
る
明
ら
か
な
恐
れ
が
あ
る
国
、
あ
る
い
は
攻
撃
す
る
ぞ

と
予
告
さ
れ
た
国
に
配
備
す
る
こ
と
と
、
一
方
で
キ
ュ
ー
バ
の
よ
う
な
、
核
に
よ
る
攻
撃
な
い
し
わ
が
国
の
攻
撃
を
受
け
る
恐
れ
が

明
ら
か
に
な
い
国
に
配
備
す
る
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
事
情
が
異
な
る

(

�)｣

。
こ
の
よ
う
に
、｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

の〝

分
離〟

後
も
、

ト
ル
コ
と
キ
ュ
ー
バ
に
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
し
た
動、
機、
に
関
し
て
、
自
分
は

｢

防
御
的｣

だ
が
敵
は

｢

攻
撃
的｣

だ
と
捉
え
る
偏
見
は

残
っ
た

(

�)

。

か
く
の
如
き
誤
解
に
基
づ
い
て
、
国
防
長
官
は
、
米
ソ
双
方
に
と
っ
て

｢

理
性
的｣

な

｢

取
引｣

を
否
定
し
た
上
で
、
さ
ら
な
る

軍
事
行
動
に
踏
み
出
し
た
。
キ
ュ
ー
バ
の
ミ
サ
イ
ル
の
運
用
開
始
が
間
近
に
迫
り
、
事
態
が
緊
迫
の
度
合
い
を
増
す
な
か
で
、
国
防

長
官
は
、｢

キ
ュ
ー
バ
侵
攻
は
ほ
と
ん
ど
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
た｣

、
と
断
言
す
る

(

�)

。
具
体
的
に
、
国
防
長
官
は
、
ト
ル
コ
の
ミ
サ
イ

ル
を
撤
去
し
て
ソ
連
に
報
復
を
躊
躇
さ
せ
た
後
に
、
キ
ュ
ー
バ
空
爆
を
決
行
す
る
意
向
を
開
陳
し
た

(

�)

。
本
来
な
ら
ば
、
こ
の
時
点
で
、

相
互
破
滅
を
避
け
た
い
と
願
う
ソ
連
の

｢

理
性｣
と
、
事
態
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
す
る
ソ
連
の

｢

狂
気｣

は
、〝

両
立〟

し
な
く
な
っ
た
と
い
え
る

(

�)

。

と
こ
ろ
が
、
国
防
長
官
の
論
理
に
従
え
ば
、
米
ソ
間
の
動
機
の
非
対
称
性
に
よ
っ
て
、
核
戦
争
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
恐
怖
は
不、

均、
等、
に、
作
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
彼
は
一
二
月
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議
で
、｢

通
常
戦
力
が
剣
で
、
核
兵
器
が
盾
と
な
っ

た｣

と
表
現
し
て
、｢

軍
事
行
動
に
支
え
ら
れ
た
外
交｣

が
見
事
な
成
果
を
あ
げ
た
と
、
危
機
を
総
括
し
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
カ

リ
ブ
海
が
米
国
の

｢

勢
力
圏｣

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ソ
連
に
と
っ
て
は
、｢

国
家
の
生
存
と
い
う
争
点
を
め
ぐ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た

(

�)｣

。
要
は
、｢

現
状
維
持｣

勢
力
の
キ
ュ
ー
バ
侵
攻
の
威
嚇
が
、｢

現
状
打
破｣

勢
力
を
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
対
抗
措
置
を
と
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る
こ
と
を
抑
制
し
、
ミ
サ
イ
ル
の
撤
去
に
合
意
せ
し
め
た
と
い
う
論
理
で
あ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
、｢

海
上
封
鎖｣

は
、
分
離
し
た
ソ
連
の

｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

を
強
引
に〝

両
立〟

さ
せ
て
い
た
。
確
か
に
、｢

先

行
使
用｣
の

｢

信
憑
性｣

を
維
持
す
る
論
理
が
、
米
ソ
間
で
核
戦
争
を
回
避
す
る

｢

共
通
利
益｣

と
衝
突
す
る
点
は
明
確
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
当
時
国
防
長
官
は
、
米
ソ
間
の

｢

取
引｣

の
意
義
を
否
定
し
て
、｢

エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン｣

の
リ
ス
ク
を
有
利
に
操
作

す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
す
る〝

教
訓〟

を
引
き
出
し
た
。

第
二
節

｢

理
性｣

と

｢
狂
気｣

の
分
離
と
両
立

本
節
で
は
、｢

核
手
詰
ま
り｣
後
も

｢

先
行
使
用｣

の

｢

戦
略
的
曖
昧
性｣

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、｢

柔
軟
反
応｣

戦

略
の
論
理
を
批
判
的
に
検
証
す
る
。
米
ソ
間
で
先
制
核
攻
撃
が
誘
発
さ
れ
に
く
い

｢

戦
略
的
安
定｣

を
重
視
す
る
に
伴
っ
て
、
ソ
連

が
局
地
的
な
限
定
侵
攻
を
か
け
る
脅
威
が
増
大
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
キ
ュ
ー
バ
危
機
後
、
矛
盾
す
る
ソ
連
の

｢

理
性｣

と

｢

狂

気｣

を〝

両
立〟

さ
せ
る
論
理
が
、
西
欧
防
衛
論
の
焦
点
と
な
る
。

六
三
年
九
月
一
二
日
の
国
家
安
全
保
障
会
議
に
お
い
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
、｢

核
手
詰
ま
り｣

を
厳
然
た
る
事
実
と
し
て
受

け
入
れ
た
。
慎
重
な
国
防
長
官
は
、
六
八
年
時
点
に
お
け
る
核
戦
力
予
測
に
基
づ
い
て
、
仮
に
米
国
が
ソ
連
に
先
制
核
攻
撃
を
か
け

て
も
、
報
復
核
攻
撃
に
よ
っ
て
三
〇
〇
〇
万
人
と
い
う

｢

受
け
入
れ
難
い
損
害｣

を
被
る
で
あ
ろ
う
と
認
め
た
。
大
統
領
は
さ
ら
に

踏
み
込
ん
で
、
今
や

｢

先
制
核
攻
撃
は
不
可
能
だ｣

、
と
断
言
し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
同
時
に
、｢

先
制
核
攻
撃
が
い
か
な
る
利
得
も

も
た
ら
さ
な
い
と
、
ソ、
連、
も、
認
識
し
て
い
る｣

、
と
付
け
加
え
た

(

�)

。

こ
の

｢

核
手
詰
ま
り｣

の
現
実
を
受
け
止
め
て
、
米
国
政
府
は
、
核
戦
争
の
惨
禍
を
予
見
す
る
ソ
連
の

｢

理
性｣

を
高
く
評
価
し
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直
し
た
。
国
防
長
官
は
翌
月
に
初
め
て
、｢

確
証
破
壊｣

を
新
戦
略
概
念
と
し
て
位
置
付
け
る
よ
う
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン

(
Jo

h
n

so
n
,

L
y

n
d

o
n

B
.)

新
大
統
領
に
通
達
し
た
。
そ
の
論
理
に
従
え
ば
、
米
国
が
懲
罰
的
な
核
報
復
に
よ
っ
て
敵
都
市
と
工
業
地
域
に

｢

受

け
入
れ
難
い
損
害｣

を
与
え
れ
ば
、
ソ
連
は
米
本
土
に
対
す
る
奇
襲
核
攻
撃
を
思
い
と
ど
ま
る
。
つ
ま
り
、
米
ソ
間
の｢

共
通
利
益｣

を
理
解
す
る
ソ
連
の

｢

理
性｣

は
、｢

確
証
破
壊｣

の
範
疇
に
収
め
ら
れ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

こ
の

｢

確
証
破
壊｣

概
念
は
、
核
兵
器
の
役
割
を
専
ら
敵
の
核
攻
撃
の

｢

抑
止｣

に
と
ど
め
て
い
る
。
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
現
実
に

戦
術
核
兵
器
を
使
用
し
た
後
で
、
米
国
だ
け
が
破
滅
的
な
損
害
を
免
れ
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
に
な
っ
た
と
し
て
、
以
前
に
も
ま
し

て

｢

先
行
使
用｣

の
実
行
可
能
性
に
悲
観
的
に
な
る

(

�)

。
例
え
ば
、
彼
は
六
三
年
八
月
に
、｢

陸
空
の
通
常
戦
争
と
全
面
核
戦
争
と
の

間｣

に
合
理
的
な
戦
争
計
画
は
な
い
、
と
発
言
し
た

(

�)

。
か
く
し
て
、
米
国
政
府
は
、
通
常
戦
力
の
使
用
に
よ
る
戦
火
が
核
戦
争
未
満

に
と
ど
ま
る

｢

防
火
帯｣

(
fire

-b
re

ak)
の
存
在
を
公
に
認
め
る
こ
と
で
、
米
ソ
間
の

｢

共
通
利
益｣

を
一
層
重
視
す
る
姿
勢
を
明

ら
か
に
す
る
よ
う
に
な
る

(

�)

。

と
こ
ろ
が
、
以
上
の
米
ソ
間
の

｢

安
定｣

が
、
地
域
的
な
レ
ベ
ル
で
は

｢

不
安
定｣

な
状
況
を
生
起
さ
せ
る
と
い
う〝

逆
説〟

が

予
測
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
ラ
ス
ク

(
R

u
sk

,
D

av
id

D
.)

国
務
長
官
が
端
的
に
表
現
し
た
よ
う
に
、｢

仮
に
双
方
が
ど
ち
ら
も
核
兵
器

を
使
わ
な
い
と
信
じ
る
な
ら
ば
、
一
方
は
他
方
の
容
認
で
き
る
レ
ベ
ル
を
越
え
て
圧
力
を
か
け
る
よ
う
な
行
動
に
駆
ら
れ
る
で
あ
ろ

う

(

�)｣

。
要
す
る
に
、
ソ
連
が
、
米
国
の
核
使
用
の

｢

意
志｣

が
弱
ま
り
、
軍
事
衝
突
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
リ
ス
ク
が
低
下
し
た
と

受
け
取
れ
ば
、
通
常
戦
力
の
バ
ラ
ン
ス
で
優
位
に
立
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
限
定
侵
攻
に
打
っ
て
出
る
蓋
然
性
が
高
ま
る
と
い

う
問
題
で
あ
る
。

以
下
の
情
勢
認
識
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の〝

逆
説〟

に
最
も
心
を
砕
い
て
い
た
の
が
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
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大
規
模
な
通
常
侵
攻
に
関
し
て
は
、
ソ
連
も
核
戦
争
に
発
展
す
る
恐
怖
を
感
じ
て
差
し
控
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、｢

も
っ
と
発
生

の
可
能
性
が
あ
る｣

の
は
、
地
域
的
な

｢

ス
ケ
ー
ル
の
小
さ
い
紛
争｣

で
あ
る
。
例
え
ば
、
ソ
連
が
キ
ュ
ー
バ
で

｢

一
年
前
に
や
っ

た
よ
う
な
危
険
な
誤
算｣

を
再
び
犯
さ
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
東
西
間
で
大
規
模
な
戦
争
が
起
こ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
種
の
紛
争
を
、

｢

西
側
兵
力
が
抑
制
で
き
ず
、
ま
た
西
側
の
反
応
が
適
当
で
な
か
っ
た
た
め｣

で
あ
る
蓋
然
性
が
最
も
高
い
と
い
う

(

�)

。

要
す
る
に
、
米
ソ
間
の

｢

共
通
利
益｣

を
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
、｢

先
行
使
用｣

の

｢

信
憑
性｣

を
損
な
う
と
認
識
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
確
か
に
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
も
認
め
た
よ
う
に
、｢

熱
核
戦
争
を
始
め
る
こ
と
は
理
性
的
な
行
為
で
は
な
い｣

。
兵
器
の
数
で

｢

均
等

パ
リ
テ
ィ

状
態｣

に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
敵
の
報
復
核
攻
撃
に
よ
る
損
害
を
受
け
入
れ
可
能
な
レ
ベ
ル
に
限
定
で
き
な
い
と
い
う
意

味
で
、｢

相
殺
的
状
態｣

は
存
在
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
抑
止
が
壊
れ
た
場
合
に
は
、｢

ど
の
よ
う
な
大
き
な
損
害
を
ア
メ

リ
カ
が
受
け
て
も
、
ア
メ
リ
カ
は
戦
略
核
兵
力
を
使
っ
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
防
衛
公
約
を
果
す
用
意
が
あ
る

(

�)｣

。

か
く
し
て
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
の
教
訓
を
適
用
し
て
、
本
質
的
に
矛
盾
す
る
ソ
連
の

｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

を〝

両
立〟

さ
せ
る
こ

と
が
課
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
局
地
紛
争
を
核
戦
争
未
満
に
制
限
す
る

｢

共
通
利
益｣

を
米
ソ
間
に
措
定
し
て
お
き
な

が
ら
、
他
方
で
は
、
米
国
が
戦
闘
を

｢

エ
ス
カ
レ
ー
ト｣
さ
せ
て
恣
意
的
に

｢

防
火
帯｣

を
侵
犯
す
る
可
能
性
も
留
保
す
る

(

�)

。
こ
の

論
理
は
、
米
国
が
通
常
戦
力
の

｢

段
階
的
反
応｣

を
通
じ
て
、
紛
争
の

｢

エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン｣

を
有
利
に
制
御
で
き
る
時
に
の
み

有
効
と
な
る

(

�)

。｢

柔
軟
反
応｣

戦
略
の
要
諦
は
、
最
終
的
な
全
面
核
戦
争
の
威
嚇
を
示
す
一
方
で
、
米
国
の

｢

死
活
的
利
益｣

が
限

定
侵
攻
を
受
け
た
時
に
備
え
て
、｢

先
行
使
用｣

の

｢

戦
略
的
曖
昧
性｣
も
残
し
た
点
に
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
西
欧
諸
国
は
、
非
核
戦
力
の
増
強
が
核
使
用
の

｢

信
憑
性｣
の
議
論
と
は
齟
齬
す
る
と
し
て
、｢

柔
軟
反
応｣

戦
略

に
対
し
て
激
し
く
反
発
し
た
。
そ
れ
は
、｢

拒
否
力｣

で
戦
闘
時
間
を
稼
ぐ
ほ
ど
、
米
国
が
核
報
復
に
慎
重
に
な
る
傾
向
が
増
す
と
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い
う
論
理
で
あ
る

(

�)

。
通
常
戦
力
を
重
視
す
る
米
国
の
姿
勢
は
、｢

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
ベ
ル
リ
ン
を
守
る
の
か｣

と

い
う
疑
念
を
膨
ら
ま
せ
た
。
要
す
る
に
、
西
ド
イ
ツ
は
、
通
常
戦
闘
を
限
定
し
て
ソ
連
と
の

｢

共
通
利
益｣

を
重
視
す
る
動
き
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
、｢

先
行
使
用｣

の

｢

信
憑
性｣

を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
本
質
を
突
い
た
の
で
あ
る
。

西
欧
諸
国
と
の
協
議
も
踏
ま
え
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
、
敵
の
核
攻
撃
を

｢

抑
止｣

す
る
以
上
の
役
割
を
核
兵
器
に
付
与
し
た

(

�)

。

第
一
に
、
国
防
長
官
は
、
ソ
連
の
軍
事
的
威
嚇
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
六
〇
年
代
半
ば
以
降
、
西
欧
に
戦
術
・
戦
域
核
兵
器
の
配
備

を
大
量
に
推
し
進
め
た

(
�)

。
第
二
に
、
引
き
続
き

｢

核
に
よ
る
西
欧
防
衛｣

の
公
約
を
果
た
そ
う
と
し
て
、
純
粋
な

｢

確
証
破
壊｣

能

力
以
上
の
、
大
規
模
な
戦
略
核
戦
力
の
保
持
を
合
理
化
し
た

(

�)

。
要
す
る
に
、
米
ソ
関
係
の
相
対
的
安
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
核
軍
拡

を
抑
制
で
き
な
か
っ
た
原
因
は
、｢
先
行
使
用｣

論
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
と
め
る
と
、｢

柔
軟
反
応｣

戦
略
は
、｢

確
証
破
壊｣

戦
略
の
採
用
後
も
、｢

先
行
使
用｣

の

｢

戦
略
的
曖
昧
性｣

を
維
持
す
る

目
的
で
編
み
出
さ
れ
た
。
そ
の
論
理
に
従
え
ば
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
で
分
離
し
た
は
ず
の
ソ
連
の

｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

は
両
立
し
う

る
。
し
か
し
、
通
常
戦
力
の

｢

段
階
的
反
応｣
を
通
じ
て

｢

エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン｣

を
有
利
に
制
御
で
き
る
と
い
う
戦
略
の
前
提
が
、

現
実
の
紛
争
で
試
練
に
晒
さ
れ
る
。

(

�)
M

ay
an

d
Z

e
lik

o
w

,
op

.
cit.,

p
p
.

1
7

5

�6.

(

�)

カ
ウ
フ
マ
ン
、
前
掲
書
、
一
一
八
、
三
二
九
頁
。
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
危
機
後
に
、
カ
リ
ブ
海
で
の
対
決
が
、｢

ソ
ビ
エ
ト
の
ベ
ル
リ
ン

に
た
い
す
る
予
定
表
を
覆
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い｣

、
と
述
べ
て
い
る
。

(

	)
M

ay
an

d
Z

e
lik

o
w

,
op

.
cit.,

p
.

3
7
,

p
p
.

1
7

5

�6.

ト
ラ
ク
テ
ン
バ
ー
グ
は
、
ベ
ル
リ
ン
危
機
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
キ
ュ
ー

バ
危
機
を
位
置
付
け
る
。
そ
し
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
キ
ュ
ー
バ
で
の
態
度
が
ベ
ル
リ
ン
に
も
影
響
す
る
と
意
識
し
て
、｢

核
優
位｣

が
残
っ
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て
い
る
間
に
対
決
す
る
意
志
も
有
し
て
い
た
と
い
う

(
T

rach
te

n
b
e

rg
,

A
C

on
stru

cted
P

ea
ce,

p
p
.

3
5

2

�5.)

。

(
�)

Ib
id

.,
p

p
.

1
1

2

�

3
;

S
h

ap
le

y
,

op
.

cit.,
p
.

1
7

3
,

1
7

6
.

六
二
年
一
〇
月
二
二
日
、
大
統
領
は

｢

臨
検｣

の
実
施
を
発
表
し
た
。｢

我
々

の
勇
気
と
公
約
を
、
友
好
国
と
敵
対
国
に
改
め
て
信
用
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
現
状
に
対
し
て
意
図
的
に
な
さ
れ
た
挑
発
的
か
つ
不

当
な
変
更
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い｣

。
そ
し
て
、
米
国
は
降
伏
で
は
な
く
、
自
由
を
擁
護
す
る
公
約
を
果
た
す
た
め
に
代
価
を
支
払
う
覚

悟
が
あ
る
、
と
宣
言
し
た

(
K

P
P

:
1

9
6

2
,

p
p
.

8
0

6

�

9
.)

。

(

�)

こ
れ
は
、
敵
が
す
で
に
と
っ
た
行
動
を
戻
す
よ
う
に
し
む
け
る
と
い
う
、｢

強
制
外
交｣

の
論
理
で
あ
る
。｢

強
制
外
交｣

に
つ
い
て

は
、
土
山
實
男

『
安
全
保
障
の
国
際
政
治
学』

有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
、
二
六
二－

六
頁
。
ロ
ー
レ
ン
・
ク
レ
イ
グ
・
ジ
ョ
ー
ジ

『

軍
事

力
と
現
代
外
交』

有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
、
第
一
〇
章
参
照
。

(

�)
F

R
U

S
,

1
9

6
1

�

6
3

,
v

o
l.

1
1
,

d
o

c.
8

4
.

(

�)

前
掲
、
拙
稿
、
一
六
〇
、
一
六
四－

五
頁
。

(

�)
F

R
U

S
,

1
9

6
1

�

6
3

,
v

o
l.

1
1
,

d
o

c.
9

1
.

(

�)

ベ
シ
ュ
ロ
ス
、
前
掲
書
、
二
二
七
頁
。

(

	)
N

ash
,

P
h

ilip
,

T
h

e
O

th
er

M
issiles

of
O

ctob
er

:
E

isen
h

ow
er,

K
en

n
ed

y,
a

n
d

th
e

Ju
p

iters
1

9
5

7

�19
6

3
,

C
h

ap
e

l
H

ill,
N

o
rth

C
aro

lin
a
:

U
n

iv
e

rsity
o

f
N

o
rth

C
aro

lin
a

P
re

ss,
1

9
9

7
,

p
.

1
2

2
.

ハ
レ
ー
が
論
じ
る
よ
う
に
、
ピ
ッ
グ
ス
湾
事
件
や
秘
密
裡
の
核
ミ
サ

イ
ル
持
ち
込
み
な
ど
、
米
ソ
双
方
は
誤
算
を
重
ね
て
、
キ
ュ
ー
バ
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
っ
た

(

ハ
レ
ー
、
前
掲
書
、
三
〇
八－

一
五
頁)

。

(


)
“

T
h

e
A

v
alo

n
P

ro
je

ct:
T

h
e

C
u

b
an

M
issile

C
risis,

d
o

cu
m

e
n

t
9

4
,”

Y
ale

L
aw

S
ch

o
o

l
L

illian
G

o
ld

m
an

L
aw

L
ib

rary
,

�http
://

av
alo

n
.law

.y
ale

.e
d

u
/2

0
th

_
ce

n
tu

ry
/m

sc_
cu

b
a0

9
4
.asp

�.
国
防
長
官
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
ト
ル
コ
の
ミ
サ
イ
ル
に
関
し
て
、｢

当
時
大

統
領
は
そ
れ
を
議
論
す
る
こ
と
を
完
全
に
拒
み
、
い
か
な
る
議
論
も
な
さ
れ
な
か
っ
た｣

と
い
う

(
T

rach
te

n
b
e

rg
,

H
istory

a
n

d

S
tra

tegy,
p
.

1
4

4
.)

。

(


)
M

ay
an

d
Z

e
lik

o
w

,
op

.
cit.,

p
p
.

5
3

7

�8,
p
.

5
4

3
,

5
4

7
,

p
p
.

5
7

8

�86
.

マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
次
の
二
点
を
準
備
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、

大
統
領
の
弟
に
語
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
新
政
府
で
、
二
つ
は
、
欧
州
で
ソ
連
の
動
き
に
対
応
す
る
計
画
で
あ
る
。｢

連
中
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が
あ
そ
こ
で
何
か
こ
と
を
起
こ
す
の
は
必
至
で
す
か
ら｣

(

ベ
シ
ュ
ロ
ス
、
前
掲
書
、
二
四
〇
頁)

。

(
�)

軍
事
行
動
の
デ
ィ
レ
ン
マ
に
つ
い
て
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
内
外
で
政
治
的
打
撃
を
与
え
る

｢
宥
和
的｣

な
譲
歩
以
外
で
、
し
か
も
ソ
連
に
破
滅
的
な
対
応
を
取
ら
せ
な
い
と
い
う
必
須
条
件
を
満
た
す
手
段
で
あ
る

(
L

e
b

o
w

,

R
ich

ard
N

.
an

d
Jan

ice
G

.
S

te
in

,
W

e
a

ll
lost

th
e

C
old

W
a

r,
P

rin
ce

to
n
:

P
rin

ce
to

n
U

n
iv

e
rsity

P
re

ss,
1

9
9

4
,

p
p
.

1
2

9

�30
.)

。

(

�)
F

R
U

S
,

1
9

6
1

�63
,

v
o

l.
8
,

d
o

c.
1

2
0
.

対
照
的
に
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
実
質
的
に
は

｢

取
引｣

と
い
う

｢

理
性
的｣

な
決
着
に
合
意
し

て
、
譲
歩
に
よ
っ
て
生
じ
る
政
治
的
代
価
も
受
忍
す
る
決
心
を
固
め
た
。
例
え
ば
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
国
防
長
官
に
も
内
緒
で
、
国
連
事
務
総

長
の
声
明
に
よ
っ
て
キ
ュ
ー
バ
・
ト
ル
コ
間
の
ミ
サ
イ
ル

｢

取
引｣

を
公
に
す
る
予
防
線
ま
で
張
っ
て
い
た

(

ギ
ャ
デ
ィ
ス
、
前
掲
書
、

四
四
〇
頁)

。
そ
の
理
由
は
、
ソ
連
側
の

｢

防
御
的｣

動
機
を
理
解
し
た
上
で
、｢

誤
算｣

か
ら
核
戦
争
に
発
展
す
る
事
態
を
最
も
危
惧
し

た
た
め
で
あ
っ
た
。
危
機
の
収
束
過
程
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
拙
稿
、
一
六
〇－

一
頁
参
照
。

(

�)
T

rach
te

n
b
e

rg
,

H
istory

a
n

d
S

tra
tegy,

p
p
.

1
4

0

�1;
B

e
tts,

op
.

cit.,
p

p
.

1
0

9

�23
.

(

�)
F

R
U

S
,

1
9

6
1

�63
,

v
o

l.
8
,

d
o

c.
1

4
1
.

ケ
ネ
デ
ィ
は
会
議
中
に
、
先
制
核
攻
撃
が
実
行
不
可
能
な
の
に
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
核
兵
器

を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
か
と
、
繰
り
返
し
尋
ね
て
い
る
。

(

�)

前
掲
、
拙
論
、
第
二
章
第
二
節
参
照
。

(

�)
F

R
U

S
,

1
9

6
1

�

6
3

,
v

o
l.

8
,

d
o

c.
8

6
,

1
5

1
.

(

	)
T

h
e

M
cN

a
m

a
ra

A
scen

d
a

n
cy,

p
.

3
6

7
.

六
五
年
に
も
国
防
長
官
は
、
西
ド
イ
ツ
国
防
相
に
対
し
て
、｢

自
分
の
判
断
で
は
、
現
在
欧

州
に
あ
る
核
兵
器
を
使
用
す
る
た
め
の
合
理
的
な
計
画
は
な
い｣

と
、
率
直
に
語
っ
て
い
る

(
F

R
U

S
,

1
9

6
4

�68
,

v
o

l.
1

3
,

d
o

c.
1

1
4
.)

。

(


)
F

re
e

d
m

an
,

L
aw

re
n

ce
,

K
en

n
ed

y’s
W

a
r
:

B
erlin

,
C

u
b

a
,

L
a

os,
a

n
d

V
ietn

a
m

,
O

x
fo

rd
U

n
iv

e
rsity

P
re

ss,
2

0
0

2
,

p
p
.

2
8

2

�4;

S
tro

m
se

th
,

T
h

e
O

rigin
s

of
F

lexib
le

R
esp

on
se,

p
p
.

5
8

�64
.

(

�)
F

R
U

S
,

1
9

6
1

�

6
3

,
v

o
l.

8
,

d
o

c.
1

4
1
.

(

�)

カ
ウ
フ
マ
ン
、
前
掲
書
、
三
七
二－

七
頁
。
対
照
的
に
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
早
く
も
六
三
年
初
め
に
、｢

い
ま
や
ソ
連
が
西
欧
に
攻
撃
す

る
危
険
は
最
小
に
な
っ
た｣

、
と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。
と
い
う
の
も
、
米
国
が
先
に
軍
事
行
動
を
起
こ
す

｢

ベ
ル
リ
ン
問
題
さ
え
な
け

法と政治 64巻 3号 (2013年 11月)

｢

拡
大
核
抑
止｣

の
再
検
討

643

五
七



れ
ば
、
…
…
鉄
の
カ
ー
テ
ン
を
こ
え
る
い、
か、
な、
る、
侵
攻
も
即
座
に
核
戦
争
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う｣

と
、
ソ
連
も
理
解
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る

(
F

R
U

S
,

1
9

6
1

�

6
3

,
v

o
l.

1
3
,

d
o

c.
2

7
1
;

G
av

in
,

“
T

h
e

M
y

th
o

f
F

le
x

ib
le

R
e

sp
o

n
se

,”
p

p
.

2
0

�2.)

。

(
�)
同
上
、
二
五
七－

六
〇
頁
。

(

�)
こ
の
本
質
的
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
高
坂
正
堯

｢

歴
史
的
概
観｣

高
坂
正
堯
・
桃
井
真
編

『

多
極
化
時
代
の
戦
略』

(

上)

日
本
国
際

問
題
研
究
所
、
一
九
七
三
年
、
三
二
三－

四
頁
。
ス
ナ
イ
ダ
ー
�
グ
レ
ン
・
Ｈ

｢

拒
否
と
懲
罰
に
よ
る
抑
止
力｣

同

『

多
極
化
時
代
の
戦

略』

、
六
二
頁
。F

re
e

d
m

an
,

T
h

e
E

volu
tion

of
N

u
clea

r
S

tra
tegy,

ch
ap

.
1

4
.

(

�)
F

R
U

S
,

1
9

6
1

�
6

3
,

v
o

l.
1

3
,

d
o

c.
1

2
0
;

F
re

e
d

m
an

,
K

en
n

ed
y’s

W
a

r,
p

p
.

2
8

0

�1.

カ
ウ
フ
マ
ン
、
前
掲
書
、
三
七
五
頁
。
ケ
ネ
デ
ィ

が
、
西
欧
で
大
規
模
な
通
常
戦
力
を
整
備
す
る
必
要
性
も
低
下
し
た
と
分
析
し
た
の
に
対
し
て
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
ベ
ル
リ
ン
以
外
で
も

通
常
戦
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
と
、
そ
の
増
強
を
熱
心
に
訴
え
続
け
た

(
G

av
in

,
“

T
h

e
M

y
th

o
f

F
le

x
ib

le

R
e

sp
o

n
se

,”
p

p
.

2
0

�

2
,

p
.

4
2
.)

。

(

�)

ス
ナ
イ
ダ
ー
は
、
こ
の
傾
向
を
｢
拒
否
力｣

の

｢

減
価
効
果｣

と
呼
ぶ

(

ス
ナ
イ
ダ
ー
、
前
掲
論
文
、
四
八－

五
〇
頁)

。

(

�)

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
米
欧
間
の
見
解
の
摺
り
合
わ
せ
を
行
っ
て
、
六
三
年
九
月
に
従
来
の

｢

大
量
報
復｣

戦
略
に
代
わ
る
戦
略
指
針
を
作
成

し
た
。｢

柔
軟
反
応｣

戦
略
で
は
、
戦
略
核
使
用
ま
で
に
、
ま
ず
通
常
戦
力
で
敵
の
進
撃
を
食
い
止
め
て
、
次
に
戦
術
・
戦
域
核
兵
器
の

使
用
に
ま
で
急
速
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る
と
い
う
柔、
軟、
性、
を
保
つ

(
P

e
d

lo
w

,
op

.
cit.,

p
p
.

XXIII-XXIV.)

。
西
ド
イ
ツ
の
東
部
国
境
沿
い

に
強
力
な
防
御
部
隊
を
配
備
す
る

｢

前
方
防
衛｣

態
勢
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
。

(

	)
B

u
rr,

W
illiam

,
an

d
D

av
id

A
.

R
o

se
n

b
e

rg
,
“

N
u

cle
ar

co
m

p
e

titio
n

in
an

e
ra

o
f

stale
m

ate
,

1
9

6
3

�19
7

5
,”

L
e

ffle
r

an
d

W
e

stad
,

op
.

cit.,
p
.

9
2
,

9
9
.

六
七
年
ま
で
に
西
欧
に
は
、
七
〇
〇
〇
発
以
上
の
戦
術
・
戦
域
核
兵
器
が
配
備
さ
れ
た
。

(


)
S

ta
tem

en
t

of
S

ecreta
ry

of
D

efen
se

R
ob

ert
S

.
M

cN
a

m
a

ra
B

efore
th

e
S

en
a

te
S

u
b

com
m

ittee
:

T
h

e
F

isca
l

Y
ea

r
1

9
6

5

�69
D

efen
se

P
rogra

m
a

n
d

1
9

6
5

D
efen

se
B

u
d

get
(
=

M
cN

a
m

a
ra

P
ostu

re
S

ta
tem

en
t

for
F

Y
1

9
6

5)
,

p
p
.

3
3

�6,
5

1

�3.

対
ソ
観
の
厳
し
い
三
軍

の
利
権
へ
の
配
慮
も
あ
っ
て
、
純
粋
な

｢

確
証
破
壊｣

能
力

(

一
メ
ガ
ト
ン
四
〇
〇
発)

が
、
戦
略
核
戦
力
の

｢

三
本
柱｣

(

Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
、

潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
、
爆
撃
機)

の
そ
れ
ぞ
れ
に
振
り
分
け
ら
れ
た

(
K

ap
lan

,
F

re
d
,

T
h

e
W

iza
rd

s
of

A
rm

a
ged

d
on

,
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C
alifo

rn
ia

:
S

tan
fo

rd
U

n
iv

e
rsity

P
re

ss,
1

9
9

1
,

p
p
.

3
1

7

�20
.)

。

第
三
章

｢

相
互
確
証
破
壊｣

戦
略
の
論
理

第
一
節

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と

｢

柔
軟
反
応｣

戦
略
の
破
綻

本
節
で
は
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
が
北
爆
の
開
始
か
ら
停
止
を
進
言
す
る
に
至
っ
た
過
程
を
検
討
し
て
、｢

柔
軟
反
応｣

戦
略
崩
壊
の
論

理
を
抽
出
す
る
。
軍
事
介
入
は
、
米
国
の
国
家
安
全
保
障
に
と
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
が

｢

死
活
的｣

で
あ
る
と
い
う
固
定
観
念
に
基
づ
い

て
決
定
さ
れ
た
。｢

柔
軟
反
応｣
戦
略
と
は
、
政
治
目
的
を
達
成
す
る
利
益
が
軍
事
手
段
の
行
使
に
よ
る
損
失
を
上
回
る
よ
う
に
し

て
、
ソ
連
の

｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣
を
両
立
さ
せ
る
と
い
う
論
理
で
あ
っ
た
。

六
五
年
二
月
、
米
国
政
府
は
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
爆
撃
を
開
始
し
て
、
本
格
的
な
米
軍
の
投
入
に
踏
み
切
っ
た

(

�)

。
南
ベ
ト
ナ
ム

に
お
け
る
米
国
の
傀
儡
政
権
は
、
正
統
性
の
欠
如
よ
り
住
民
に
支
持
さ
れ
ず
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
ゲ
リ
ラ
攻
撃
を
受
け
て
、
体
制
崩
壊

の
瀬
戸
際
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
米
国
は
、
中
国
が
東
南
ア
ジ
ア
で
民
族
解
放
闘
争
を
先
導
す
る

｢

主
敵｣

で
あ
り
、
地
域
的
な

｢

覇
権｣

を
追
求
し
て
い
る
と
考
え
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
基
本
的
に
は
ゲ
リ
ラ
と
の

｢

非
対
称
戦
争｣

で
あ
る
が
、
そ
れ
を
中
国

と
ソ
連
に
よ
る
世
界
制
覇
計
画
の
一
部
と
し
て
捉
え
る
見
方
が
、
米
政
権
内
部
で
は
支
配
的
で
あ
っ
た

(

�)

。

例
え
ば
、
軍
事
介
入
の
決
定
に
際
し
て
最
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
や
は
り

｢

宥
和｣

の
恐
怖
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ

ン
に
よ
れ
ば
、
彼
が
知
る
歴
史
は
次
の
こ
と
を
暗
示
す
る
と
い
う
。｢

私
が
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
出
て
い
き
、
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
に
サ
イ

ゴ
ン
の
通
り
を
闊
歩
さ
せ
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
第
二
次
世
界
大
戦
で
や
っ
た
こ
と
と
同
じ
轍
を
踏
む
こ
と
に
な
ろ
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う
。
す
な
わ
ち
、
侵
略
に
対
し
て
大
き
な
報
酬
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
…
…
一
度
我
々
が
弱
み
を
見
せ
る
な
ら
ば
、
モ
ス
ク
ワ
と

北
京
は
そ
の
弱
み
を
突
い
て
侵
攻
を
か
け
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
そ
の
結
果
、
第
三
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る

(

�)｣

。

こ
の
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
で
敗
北
す
れ
ば
東
南
ア
ジ
ア
全
域
が
共
産
化
す
る
と
い
う

｢

ド
ミ
ノ
倒
し｣

の
恐
怖
に
よ
っ
て
、
米
国

の
国
家
安
全
保
障
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
略
的
重
要
性
が
誇
張
さ
れ
た
。
加
え
て
、
仮
に
屈
辱
的
敗
北
を
喫
す
れ
ば
、
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
の
信
頼
性
の
揺
ら
ぎ
が
他
の
地
域
に
ま
で
波
及
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
、
同
様
の
影
響
を
も
た
ら
し
た

(

�)

。

実
際
に
、
米
ソ
間
の
核
戦
力
差
が
急
激
に
縮
ま
る
に
つ
れ
て
、
西
欧
諸
国
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に

｢

見
捨
て
ら
れ
る｣

不
安
を
募

ら
せ
て
い
た
。
象
徴
的
な
例
と
し
て
、
ド
ゴ
ー
ル
は
、
米
国
の｢

核
に
よ
る
西
欧
防
衛｣

の
公
約
が
信
頼
に
足
る
も
の
で
は
な
く
な
っ

た
と
露
骨
に
述
べ
て
、
六
六
年
七
月
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
軍
事
機
構
か
ら
離
脱
し
た

(

�)

。
そ
の
後
で
、
西
欧
同
盟
内
に
お
い
て
、｢

柔
軟
反

応｣

戦
略
の
採
択
に
関
す
る
議
論
が
本
格
化
し
て
い
た
。
以
上
の
背
景
よ
り
、
国
防
長
官
は
、
軍
事
的
勝
利
に
黄
信
号
が
と
も
る
中

で
も
、
ベ
ト
ナ
ム
で
戦
闘
の
継
続
に
固
執
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

か
く
し
て
、
米
国
の
世
界
中
の
信
頼
や
名
声
が
懸
か
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
は
、｢

柔
軟
反
応｣

戦
略
の
試
金
石
と
み
な
さ
れ
た
。
前
章

で
も
検
討
し
た
よ
う
に
、
米
国
を
核
戦
争
に
追
い
込
む
ソ
連
の

｢

狂
気｣

を
、
核
戦
争
に
恐
怖
す
る
ソ
連
の

｢

理
性｣

と
両
立
さ
せ

よ
う
と
し
た
の
が
、｢

柔
軟
反
応｣

戦
略
で
あ
っ
た
。｢

宥
和｣
の
恐
怖
に
駆
ら
れ
た
米
国
政
府
は
、｢

自
由
主
義
的｣

な
南
ベ
ト
ナ

ム
の
価、
値、
を
高
く
見
積
も
っ
て
、
投
入
す
る
通
常
戦
力
の
量
や
範
囲
を
自
在
に
操
り
、
戦
闘
を

｢

合
理
的｣

に
制
御
で
き
る
と
考
え

た
。
逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
国
際
共
産
主
義
運
動
の
主
導
権
を
握
り
た
い
ソ
連
は
、
北
爆
の
規
模
拡
大
の
圧
力
が
か
か
る
ほ
ど
、
米

国
と
の
核
戦
争
を
恐
れ
て
、
北
ベ
ト
ナ
ム
に
和
平
の
受
け
入
れ
を
迫
る
と
考
え
ら
れ
た

(

�)

。

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
喝
破
し
た
よ
う
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
の
矛
盾
は
、｢

世
界
的
紛
争
を
回
避
し
た
い
と
い
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う
要
求
と
、
世
界
的
陰
謀
を
打
ち
負
か
す
と
い
う
目
標
を
両
立
さ
せ
よ
う｣

と
し
た
点
に
あ
る

(

�)

。
こ
の
論
理
に
従
え
ば
、
た
と
え
ベ

ト
ナ
ム
で
戦
闘
中
で
あ
っ
て
も
、
核
戦
争
の
危
険
の
低
減
を
目
的
と
し
た

｢

軍
備
管
理｣

交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

例
え
ば
、
六
七
年
六
月
の
米
ソ
首
脳
会
談
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
揃
っ
て
、
米
ソ
関
係
の

｢

安
定｣

と
い
う
建
前
を
掲

げ
て
、
戦
略
核
戦
力
の
制
限
と
軍
事
費
の
削
減
で
協
力
す
る

｢

共
通
利
益｣

を
説
い
た

(

�)

。
だ
が
、
こ
の

｢

共
通
利
益｣

の
存
在
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
米
国
は
自
由
に

｢

エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン｣

の
操
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
論
理
に
対
し
て
、
二
つ
の
方
面
か

ら
批
判
が
寄
せ
ら
れ
る
。

第
一
に
、
コ
ス
イ
ギ
ン

(
K

o
sy

g
in

,
A

le
k

se
i

N
.)

首
相
は
、
論
理
的
に
は
、｢

軍
事
の
問
題
と
直
結
し
て
い
る｣

ベ
ト
ナ
ム
和

平
が
、｢

ま、
ず、
議
論
さ
れ
る
べ
き
だ｣
、
と
声
を
荒
げ
た
。
そ
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
問
題
で
進
展
が
な
い
限
り
、
そ
も
そ
も
軍
事
予
算
の

減
額
で
双
方
が
合
意
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
反
論
し
た

(

�)

。
要
す
る
に
、
両
国
関
係
の
緊
張
緩
和
を
要
請
し
て
お
き
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ

ム
で
戦
闘
を
激
化
さ
せ
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
付
言
す
る
な
ら
ば
、
米
国
の
論
理
に
従
え
ば
、
共
産
主
義
陣

営
内
に
お
け
る
自
国
の
立
場
を
弱
め
て
し
ま
う
と
い
う
不
安
が
、
ソ
連
政
府
の
判
断
に
支
配
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た

(

�)

。

第
二
に
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
の

｢

合
理
的｣

戦
術
論
は
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
民
族
主
義
的
情
念
を
捨
象
し
て
い
た

(

�)

。
彼
自
身
も
認
め
た
よ

う
に
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
の

｢

海
上
封
鎖｣

を
踏
ま
え
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
術
は
立
案
さ
れ
て
い
た
。
こ
の〝

歴
史
的
教
訓〟

に
よ
れ
ば
、

軍
事
力
の
段
階
的
行
使
は
、
相
手
方
に
戦
闘
の
継
続
が
割
に
合
わ
な
い
こ
と
を
理
解
さ
せ
て
、
中
国
を
除
外
し
て
ソ
連
と
北
ベ
ト
ナ

ム
を
外
交
折
衝
に
引
き
出
す
と
さ
れ
る

(

�)

。
し
か
し
、
実
際
に
は
カ
ス
ト
ロ
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
に
と
っ
て

も
、
国
家
の
自
主
・
独
立
こ
そ
が
最
優
先
目
標
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
ら
が
攻
勢
を
止
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た

(

�)

。

以
上
の
二
つ
の
要
因
が
影
響
し
て
、
六
七
年
末
ま
で
に
米
軍
の
派
兵
人
数
は
五
万
人
近
く
ま
で
膨
れ
上
が
り
、
紛
争
は
底
な
し
に
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拡
大
す
る
様
相
を
呈
し
た
。
そ
し
て
、
遂
に
国
防
長
官
は
、
首
脳
会
談
後
の
八
月
に
、
中
ソ
と
の
全
面
戦
争
に
発
展
す
る
気
配
を
感

じ
取
っ
た

(

�)

。
そ
の
結
果
、
六
七
年
一
一
月
一
日
に
、
国
防
長
官
は
大
統
領
に
宛
て
て
、
北
爆
の
一
方
的
停
止
を
進
言
す
る
文
書
を
提

出
し
た
。
こ
の
進
言
は
、
現
実
の
暴
力
を

｢

合
理
的｣

に
制
御
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
以
上
、
戦
闘
の
拡
大
に
伴
う
損
失
は
計
測

不
能
に
な
る
と
い
う
論
理
で
導
か
れ
て
い
た

(

�)

。

要
す
る
に
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
ソ
連
の

｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

を
両
立
さ
せ
る
と
い
う
介
入
の
論
理
が
破
綻
し
た
と
率
直
に
認
め

て
、
ベ
ト
ナ
ム
政
策
の
修
正
を
正
当
化
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。
結
局
、
問
題
の
核
心
は
、
単
に
ベ
ト
ナ
ム
と
西
欧
の
よ
う
な

｢

死
活
的
利

益｣

と
の
間
に
一
線
が
画
さ
れ
た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
核
戦
争
を
賭
し
て
ま
で
守
る
だ
け
の
価
値
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
と
い
う
点

に
あ
っ
た

(

�)

。
か
く
し
て
、
国
防
長
官
は
、｢

非
合
理
的｣

な
損
失
を
生
む
核
戦
争
が〝

最
大
の
脅
威〟

で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し

た
。以

上
の
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
事
例
に
は
、｢
柔
軟
反
応｣

戦
略
の
本
質
と
欠
陥
が
集
約
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
、｢

死
活
的
利
益｣

が
賭
け
ら
れ
た
時
に
、
米
国
は
有
利
な
条
件
で
大
規
模
戦
闘
も
制
御
で
き
る
と
い
う
、
同
戦
略
の
前
提
は
崩
壊
し
た
。
そ
の
結
果
、

国
防
長
官
は
、
ソ
連
の

｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
論
理
で
、｢

柔
軟
反
応｣

戦
略
が
挫
折
し

た
こ
と
を
認
め
た
。

第
二
節

｢

理
性｣

の
優
位
と

｢

先
行
使
用｣

論
の
終
焉

本
節
で
は
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
が

｢

相
互
確
証
破
壊｣

戦
略
を
形
成
し
て
、｢
先
行
使
用｣

論
を
事
実
上
放
棄
し
た
論
理
を
読
み
解
く
。

国
防
長
官
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
失
敗
か
ら
引
き
出
し
た
結
論
を
敷
衍
さ
せ
て
、
米
ソ
が
と
も
に
核
戦
争
の
回
避
を
諸
目
的
の
最
上
位
に
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据
え
る
概
念
を
提
示
し
た
。
戦
後
一
貫
し
て
保
た
れ
て
き
た

｢

先
行
使
用｣

の〝

神
話〟

は
、
ソ
連
の

｢

理
性｣

が

｢

狂
気｣

に
勝

る
と
い
う
論
理
で
崩
れ
去
っ
た
。

六
七
年
九
月
一
八
日
に
、
国
防
長
官
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
、｢

相
互
確
証
破
壊｣

戦
略
を
表
明
し
た
。
今
や
両
国
は
と
も
に
、

｢

奇
襲
核
攻
撃
を
吸
収
し
て
、
侵
略
者
に
受
け
入
れ
が
た
い
損
害
を
与
え
る｣

だ
け
の

｢

第
二
撃
能
力｣

を
獲
得
し
て
い
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
敵
の

｢
第
二
撃
能
力｣

を
壊
滅
さ
せ
る

｢

第
一
撃
能
力｣

を
保
有
し
て
い
な
い
。
こ
の
状
況
が
生
起
す
る
と
き
、｢

兵

器
の
大
幅
な
数
的
優
位
が
、
政
治
的
支
配
や
外
交
手
段
へ
と
効
果
的
に
転
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

(

�)｣

。
つ
ま
り
、
核
優
位
の
政
治
外

交
的
意
義
を
否
定
し
て
、
米
ソ
関
係
に
お
け
る
核
兵
器
の
役
割
を
敵
の
核
攻
撃
の

｢

抑
止｣

に
限
定
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

演
説
の
核
心
は
、｢

優
位｣
よ
り
も

｢

安
定｣

を
重
視
す
る
と
い
う
価
値
判
断
に
あ
る
。
国
防
長
官
は
、
先
の
首
脳
会
談
を
通
じ

て
、
ソ
連
の
核
軍
拡
の
動
機
が
、
米
国
の
核
優
位
に
対
す
る
恐
怖
に
あ
る
事
実
を
知
っ
た
。
こ
の
評
価
の
逆
転
に
基
づ
い
て
、
相
互

不
信
に
よ
っ
て
核
軍
拡
競
争
の
悪
循
環
に
嵌
ま
り
込
ま
な
い
よ
う
に
、
ソ
連
政
府
に
向
け
て

｢

軍
備
管
理
交
渉｣

の
開
始
を
呼
び
か

け
た
の
で
あ
る

(

�)

。
要
す
る
に
、
ソ
連
の

｢

理
性｣
が

｢

狂
気｣

よ
り
も
勝
っ
て
い
る
と
い
う
論
理
で
、
核
戦
争
の
回
避
を
最
優
先
目

標
に
据
え
た
の
が
、｢

相
互
確
証
破
壊｣

戦
略
で
あ
っ
た
。

事
実
、
以
上
の
よ
う
に
ソ
連
と
の

｢

共
通
利
益｣

を
重
視
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ソ
連
の
脅
威
は
高
ま
ら
な
い
と
い
う

情
勢
判
断
が
下
さ
れ
た
。
第
一
に
、
ソ
連
に
は
、
核
戦
争
の
リ
ス
ク
を
冒
し
て
ま
で
西
欧
に
通
常
侵
攻
を
か
け
る

｢

意
図｣

が
な
い
。

確
か
に
、
ソ
連
は
西
欧
に
限
定
侵
攻
を
か
け
て
も
、
米
国
が
即
座
に
核
兵
器
で
対
抗
す
る

｢

多
大
な
リ
ス
ク
を
冒
す
と
は
信
じ
て
い

な
い｣

。
そ
れ
で
も
、
米
国
だ
け
で
な
く
ソ
連
の
政
治
指
導
者
も
、｢

戦
術
核
使
用
に
付
随
す
る
危
険
に
つ
い
て
十
分
に
了
解
済
み
で

あ
る｣

。
し
た
が
っ
て
、｢

ソ
連
は
世
界
で
そ
の
影
響
力
を
伸
張
し
よ
う
と
企
ん
で
い
る｣

け
れ
ど
も
、｢

核
戦
争
の
恐
怖
に
よ
っ
て
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高
め
ら
れ
た
慎
慮｣

に
よ
っ
て
、
そ
の
欲
望
は
抑
制
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

第
二
に
、
国
防
長
官
周
辺
は
、
六
八
年
ま
で
に
総
合
的
な
基
準
か
ら

｢

軍
事
バ
ラ
ン
ス｣

の
再
検
証
を
行
い
、
東
側
の
通
常
戦
力

の
優
位
と
い
う
固
定
観
念
を
捨
て
去
っ
た
。
特
に
注
目
さ
れ
た
の
が
、
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
マ
ン
パ
ワ
ー
は

｢

ほ
ぼ
対
等｣

だ
と
す

る
評
価
で
あ
る
。
こ
の
評
価
を
受
け
て
、
短
期
間
の
内
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
が
敗
退
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
、
軍
事
情
勢
は
致
命
的
に
深
刻
で

は
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た

(

�)

。
し
た
が
っ
て
、
米
国
を

｢

先
行
使
用｣

論
に
呪
縛
し
て
き
た
、｢

全
面
戦
争
か
降
伏
か
と
い
う
二

者
択
一｣

の
隘
路
か
ら
抜
け
出
せ
る
公
算
は
高
ま
っ
た
。

確
か
に
、
西
欧
諸
国
の
要
請
も
あ
っ
て
、
六
七
年
一
二
月
に
西
欧
同
盟
の
核
戦
略
と
し
て
採
択
さ
れ
た
文
書
Ｍ
Ｃ
一
四
／
三
で
は
、

形
式
上
、｢

柔
軟
反
応｣

の
論
理
が
維
持
さ
れ
た

(

�)

。
と
こ
ろ
が
、
国
防
長
官
は
、
本
来
の

｢

柔
軟
反
応｣

戦
略
の
論
理
と
は
反
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
個
師
団
規
模
を
目
安
と
す
る
在
欧
米
軍
の
撤
収
を
構
想
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
新
戦
略
概
念
の
採
択
と
同、
時、

期、
に
、
撤
収
計
画
の
手
始
め
に
在
西
独
駐
留
米
軍
三
万
四
千
人
の
削
減
が
決
定
さ
れ
る

(

�)

。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
影
響
も
認
め
ら
れ
る
が
、

決
定
の
本
質
的
な
要
因
は
、｢

ソ
連
に
対
す
る
共
同
防
衛｣

と
い
う

｢

根
本
的
な
同
盟
の
存
在
理
由
が
急
速
に
消
失
し
つ
つ
あ
る｣

、

と
い
う
情
勢
認
識
に
あ
っ
た

(

�)

。

要
す
る
に
、
国
防
長
官
個
人
に
し
て
み
れ
ば
、
も
は
や
大
規
模
な
通
常
戦
力
で
核
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

｢

戦
略
的
曖
昧
性｣

を

生
む
、｢

軍
事
的
合
理
性｣

が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
西
欧
同
盟
内
で
彼
の

｢

通
常
防
衛｣

論
は
全
面
的
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
訳
で
は
な
い
が
、
国
防
長
官
は
、
通
常
戦
力
の

｢
拒
否
力｣

の
み
で
西
欧
防
衛
が
実
現
可
能
だ
と
判
断
し
た

(

�)

。
つ

ま
り
、
米
国
の
核
威
嚇
が
な
け
れ
ば
阻
止
で
き
な
い
よ
う
な
通
常
侵
攻
を
か
け
る
ほ
ど
、
ソ
連
は

｢

現
状
打
破｣

志
向
で
は
な
い
と

修
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
在
任
末
期
に
国
防
長
官
は
、｢

先
行
使
用｣

の

｢

信
憑
性｣

の
呪
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
た
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と
い
え
る

(

�)

。

実
際
に
、
国
防
長
官
は
、
核
戦
略
論
の
集
大
成
と
な
っ
た
六
八
年
一
月
の

『

国
防
報
告』

に
お
い
て
、
採
択
さ
れ
た
ば
か
り
の
戦

略
概
念
を
批
判
し
た
。
核
戦
力
の
均
等
と
本
土
の
相
互
脆
弱
性
の
戦
略
的
状
況
に
お
い
て
、｢

信
憑
性
の
な
い
威
嚇
は
効
果
的
な
抑

止
力
に
は
な
ら
な
い｣

。
結
局
の
と
こ
ろ
、｢

最
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
こ
り
そ
う
な
衝
突
は
、
意
図
的
で
計
画
的
な
ソ
連
の
攻
撃
で
は

な
く
、
危
機
時
の
誤
算
か
ら
生
じ
る
紛
争
で
あ
る｣

。
こ
う
し
た
情
勢
判
断
を
踏
ま
え
て
、
彼
は
以
前
よ
り
直
截
的
に
、｢

戦
術
核
兵

器
の
使
用
は
実
行
可
能
で
も
、
勧
告
す
べ
き
で
も
な
い｣

、
と
明
言
し
た

(

�)

。

ま
と
め
る
と
、
米
ソ
両
国
の

｢

戦
略
的
安
定｣

が
最
も
重
視
さ
れ
た
こ
と
で
、｢

先
行
使
用｣

論
は
終
焉
を
迎
え
た

(

�)

。
こ
の
結
論

と
同
時
に
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、｢
先
行
使
用｣

の
威
嚇
が
、
ソ
連
の
機
会
主
義
的
な
侵
略
を
抑
止
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
危
機
時
に
ソ

連
が
先
制
核
攻
撃
を
行
う
誘
因
と
な
り
う
る
と
、
否
定
的
な
評
価
を
下
し
た

(

�)

。
以
上
の
政
策
転
換
は
、
ソ
連
の｢

理
性｣

を｢

狂
気｣

よ
り
も
上
位
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
論
理
で
な
さ
れ
た

(

�)

。
し
た
が
っ
て
、
米
国
の
核
使
用
の
威
嚇
が
な
け
れ
ば
ソ
連
が
西
欧
に
通
常

侵
攻
を
か
け
る
と
い
う
、｢

先
行
使
用｣

論
の
前
提
は
覆
っ
た
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、｢

相
互
確
証
破
壊｣

戦
略
の
公
表
と
同
時
に
、
事
実
上
の

｢

先
行
不
使
用｣

政
策
に
移
行
し
た
。
当
初
米
国
政

府
は
、
ソ
連
が
核
戦
争
の
損
害
も
厭
わ
な
い
ほ
ど

｢

非
理
性
的｣

だ
と
看
做
し
て
、｢

先
行
使
用｣

に

｢

信
憑
性｣

を
も
た
せ
よ
う

と
し
た
。
国
防
長
官
の
核
戦
略
論
の
展
開
は
、
米
国
側
が
ソ
連
の

｢
狂
気｣

を
誇
張
し
す
ぎ
て
い
た
と
自
己
批
判
す
る
に
至
っ
た
点

に
、
そ
の
特
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

(

�)

マ
ク
ナ
マ
ラ
は
六
五
年
一
月
二
七
日
に
、
バ
ン
デ
ィ
大
統
領
補
佐
官
と
と
も
に
、
北
爆
に
賛
成
す
る
文
書
を
大
統
領
に
提
出
し
た

法と政治 64巻 3号 (2013年 11月)

｢

拡
大
核
抑
止｣

の
再
検
討

651

六
五



(
F

R
U

S
,

1
9

6
4

�68
,

v
o

l.
2
,

d
o

c.
4

2
.)

。
米
国
政
府
は
本
来
、
南
ベ
ト
ナ
ム
を
国
家
と
し
て
確
立
さ
せ
て
、
彼
ら
が
ゲ
リ
ラ
を
打
倒
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
優
先
し
た
が
、
米
軍
投
入
の
規
模
を
抑
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

(
�)
メ
イ
�
ア
ー
ネ
ス
ト

『

歴
史
の
教
訓』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
第
四
章
。

(

�)
W

e
lch

,
D

av
id

A
.,

P
a

in
fu

l
C

h
oices

:
A

T
h

eory
of

F
oreign

P
olicy

C
h

a
n

ge,
P

rin
ce

to
n
:

P
rin

ce
to

n
U

n
iv

e
rsity

P
re

ss,
2

0
0

5
,

p
.

1
4

0
.

ジ
ョ
ン
ソ
ン
は

｢

宥
和｣

の
危
険
を
強
調
す
る
た
め
に
、
世
俗
的
な
比
喩
も
用
い
た
。｢

あ
る
日
暴
漢
が
前
庭
に
入
っ
て
く
る
の
を

許
せ
ば
、
次
の
日
に
は
玄
関
に
入
り
込
む
だ
ろ
う
し
、
そ
の
次
の
日
に
は
あ
な
た
の
ベ
ッ
ド
で
、
妻
が
強
姦
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と

に
な
ろ
う｣

。

(

�)
G

ad
d

is,
S

tra
tegies

of
C

on
ta

in
m

en
t,

p
.

2
0

0
,

p
p
.

2
1

0

�1,
2

3
8

�40
.

(

�)

山
本
健
太
郎

『

ド
ゴ
ー
ル
の
核
政
策
と
同
盟
戦
略』

関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、
一
〇
七－

八
頁
。

(

�)

確
か
に
、
六
六
年
頃
よ
り
、
米
国
の
対
中
国
脅
威
認
識
は
緩
和
さ
れ
る

(

佐
橋
亮

｢

ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
と
台
湾
海
峡
両
岸｣

『

日
本

台
湾
学
会
報』

第
八
号
、
二
〇
〇
六
年
五
月)

。
し
か
し
、
こ
の
傾
向
は
、
ベ
ト
ナ
ム
政
策
の
抜
本
的
な
転
換
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

(

	)

北
爆
決
定
の
背
景
に
は
、
中
ソ
一
枚
岩
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
思
考
だ
け
で
な
く
、
中
ソ
対
立
の
事
実
を
踏
ま
え
た

｢

戦
略
的
計
算｣

も

あ
っ
た

(
C

h
an

g
,

G
o

rd
o

n
H

.,
F

rien
d

s
a

n
d

E
n

em
ies

:
T

h
e

U
n

ited
S

ta
tes,

C
h

in
a
,

a
n

d
th

e
S

oviet
U

n
ion

,
1

9
4

8

�19
7

2
,

C
alifo

rn
ia

:

S
tan

fo
rd

U
n

iv
e

rsity
P

re
ss,

1
9

9
0
,

p
.

2
5

1
,

p
p
.

2
6

8

�9.)

。
(


)

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
、
前
掲

『

外
交』

、
三
〇
三－
四
頁
。
た
だ
し
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
本
人
も
ニ
ク
ソ
ン
政
権
時
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン

政
権
と
同
じ
過
ち
を
犯
し
た
。
ア
ロ
ン
が
指
弾
す
る
よ
う
に
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
の
時
期
に
、
こ
の
矛
盾
は

｢

喜
劇
的｣

な
様
相
を
呈
し
た

(
A

ro
n
,

R
ay

m
o

n
d
,

C
la

u
sew

itz
:

P
h

ilosop
h

er
of

W
a

r,
L

o
n

d
o

n
:

R
o

u
tle

d
g
e

&
K

e
g

an
P

au
l,

1
9

8
3
,

p
.

3
3

3
,

P
art

5
,

ch
ap

.
1

3
.)

。

(

�)
F

R
U

S
,

1
9

6
4

�

6
8

,
v

o
l.

1
4
,

d
o

c.
2

3
2
,

2
3

4
,

2
3

5
,

2
3

8
.

グ
ラ
ス
ボ
ロ
会
談
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
拙
稿
、
一
七
四－

七
頁
参
照
。

(

�)
Ib

id
.

フ
リ
ー
ド
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
六
〇
年
代
半
ば
以
後
に
ソ
連
が
核
軍
拡
し
た
重
大
な
要
因
は
、
米
国
が
核
優
位
を
背
景
と
し
て

地
域
紛
争
に
介
入
し
て
い
る
と
警
戒
し
た
こ
と
に
あ
っ
た

(
F

re
e

d
m

an
,

L
aw

re
n

ce
,

U
n

ited
S

ta
tes

In
telligen

ce
a

n
d

th
e

S
oviet
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S
tra

tegic
T

h
rea

t,
L

o
n

d
o

n
:

M
acm

illan
,

1
9

8
6
,

p
.

1
1

0
,

1
1

4
.)

。

(
�)

Ib
id

.,
O

ffice
o

f
th

e
H

isto
rian

P
re

ss
R

e
le

ase
;

S
u

m
m

ary
,

�
h

ttp
://h

isto
ry

.state
.g

o
v

/h
isto

ricald
o

cu
m

e
n

ts
/fru

s1
9

6
4
-6

8
v

1
4

�.

自
身
の
ハ
ノ
イ
訪
問
中
に
爆
撃
を
開
始
さ
れ
た
こ
と
も
手
伝
っ

て
、
自
国
の
資
本
主
義
勢
力
と
の
対
決
姿
勢
に
関
す
る
他
国
の
反
応
に
、
首
相
は
敏
感
に
な
っ
て
い
た
。

(

�)

ケ
ナ
ン
�
ジ
ョ
ー
ジ

『

ア
メ
リ
カ
外
交
五
〇
年』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
四
六－

八
頁
。H

alb
e

rstam
,

D
av

id
,

T
h

e
B

est

a
n

d
th

e
B

righ
test,

N
e

w
Y

o
rk

:
B

allan
tin

e
,

1
9

9
3
.

(

�)
S

h
ap

le
y
,

op
.

cit.,
p
.

3
4

2
.

永
井
陽
之
助

『

平
和
の
代
償』

中
央
公
論
社
、
一
九
六
七
年
、
四
六－

七
頁
。

(

�)

マ
ク
ナ
マ
ラ
�
ロ
バ
ー
ト
・
Ｓ

『

果
て
し
な
き
論
争』

共
同
通
信
社
、
二
〇
〇
三
年
。

(

	)

マ
ク
ナ
マ
ラ
�
ロ
バ
ー
ト
・
Ｓ

『

マ
ク
ナ
マ
ラ
回
顧
録』

共
同
通
信
社
、
一
九
九
七
年
、
三
二
八－

九
、
三
六
八
頁
。
特
に
、
ハ
イ

フ
ォ
ン
で
ソ
連
船
舶
が
米
軍
機
の
爆
撃
で
被
害
を
受
け
た
事
実
や
、
戦
況
の
悪
化
を
受
け
て
軍
部
が
核
使
用
を
進
言
し
た
報
告
な
ど
、
中

ソ
が
介
入
し
て
く
る
条
件
が
揃
っ
た
こ
と
は
、
彼
に
衝
撃
を
与
え
た
。

(


)

同
上
、
四
一
一－

四
、
四
二
〇
頁
。S

h
ap

le
y
,

op
.

cit.,
p
.

4
2

8
,

4
3

2
,

6
0

3
.

北
爆
の
一
方
的
停
止
が
和
平
交
渉
に
つ
な
が
る
と
進
言

し
た
こ
と
が
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
解
任
の
直
接
的
な
原
因
と
な
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
マ
ク
ナ
マ
ラ
の
論
理
を
悟
る
の
は
、
翌
年
の
テ
ト
攻
勢

後
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ル
チ
も
論
じ
る
よ
う
に
、
従
来
国
家
の
政
策
変
更
は
、
現
状
の
継
続
が
利
益
よ
り
損
失
を
も
た
ら
す
と
判
断
さ
れ
た

時
に
な
さ
れ
て
き
た

(
W

e
lch

,
op

.
cit.)

。

(

�)

ギ
ャ
デ
ィ
ス
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、｢

柔
軟
反
応｣
戦
略
と
は
、
政
治
目
的
よ
り
も
軍
事
手
段
を
優
先
さ
せ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
っ

た

(
G

ad
d

is,
S

tra
tegies

of
C

on
ta

in
m

en
t,

ch
ap

.
8
.)

。

(

�)

へ
リ
ン
グ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
米
国
の

｢

封
じ
込
め｣
政
策
の
根
本
的
失
敗
だ
と
論
じ
た

(
H

e
rrin

g
,

G
e

o
rg

e
,

A
m

erica
’s

L
on

gest
W

a
r
:

T
h

e
U

n
ited

S
ta

tes
a

n
d

V
ietn

a
m

,
1

9
5

0


19
7

5
,

N
e

w
Y

o
rk

:
M

cG
raw

-H
ill,

2
0

0
2
,

4
th

E
d
.)

。
た
だ
し
、
タ
ン
ネ
ン

ワ
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は

｢

核
不
使
用
の
伝
統｣

を
強
化
し
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
国
内
外
の
反
核
世
論
の
後
押
し
も
あ
っ

て
、
米
政
権
内
部
で
規
範
的
信
念

(

核
タ
ブ
ー)

が
強
化
さ
れ
た
結
果
、
ベ
ト
ナ
ム
に
関
し
て
は
核
使
用
の
研
究
を
行
う
こ
と
自
体
が
禁
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じ
ら
れ
た

(
T

an
n

n
e

n
w

ald
,

N
in

a,
“

N
u

cle
ar

W
e

ap
o

n
s

an
d

th
e

V
ie

tn
am

W
ar,”

Jou
rn

a
l

of
S

tra
tegic

S
tu

d
ies,

2
9
:

4
(

A
u

g
u

st,

2
0

0
6))

。

(
�)

N
ew

Y
ork

T
im

es,
S

e
p

te
m

b
e

r
1

9
,

1
9

6
7
.

国
防
長
官
の
核
戦
略
論
を
理
論
面
で
支
え
た

｢

シ
ス
テ
ム
分
析
室｣

も
、
ソ
連
の

｢

確

証
破
壊｣

能
力
の
保
持
を
認
め
て
よ
う
や
く
、
核
優
位
を
利
用
し
て
国
家
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
認
め
た(

E
n

th
o

v
e

n
,

A
lain

C
.

an
d

K
.

W
ay

n
e

S
m

ith
,

H
ow

M
u

ch
Is

E
n

ou
gh

?
:

S
h

a
p

in
g

th
e

D
efen

se
P

rogra
m

1
9

6
1

�19
6

9
,

R
A

N
D

C
o

rp
o

ratio
n
,

2
0

0
5
,

p
p
.

1
8

3

�4.)
。

(

�)

ハ
ル
ペ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
米
国
が

｢

優
位｣

を
持
つ
べ
き
だ
と
い
う
国
民
や
官
僚
機
構
の

｢

共
有
イ
メ
ー
ジ｣

に

挑
戦
し
た
。
た
だ
し
、
戦
略
的
優
位
が
キ
ュ
ー
バ
危
機
で
ソ
連
に
ミ
サ
イ
ル
を
撤
去
さ
せ
た
と
い
う
当
時
の
通
説
に
対
し
て
、
彼
は
あ
え

て
異
論
を
唱
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
う

(

ハ
ル
ペ
リ
ン
�
モ
ー
ト
ン
・
Ｈ

『

ア
メ
リ
カ
外
交
と
官
僚』

サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七

八
年
、
一
五
一
、
一
五
四－
五
頁)
。

(

�)

前
掲
、
拙
稿
、
第
三
章
第
二
・
三
節
参
照
。
演
説
以
前
に
国
防
長
官
は
、
防
御
兵
器
の
配
備
を
推
し
進
め
る
ソ
連
が

｢

優
位｣

を
優

先
目
標
に
し
て
い
る
と
訝
し
み
、〝

保
険〟
と
し
て
米
国
の

｢

損
害
限
定｣

能
力
も
強
化
す
る
対
抗
措
置
を
講
じ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
ソ
連
は
米
国
の

｢
第
一
撃
能
力｣

に
対
す
る
恐
怖
に
駆
ら
れ
て
核
軍
拡
に
勤
し
ん
で
い
た
、
と
修
正
さ
れ
る
。

(

�)
M

cN
a

m
a

ra
P

ostu
re

S
ta

tem
en

t
for

F
Y

1
9

6
9

,
p
.

2
,

3
0
.

(

�)
E

n
th

o
v
e

n
an

d
S

m
ith

,
op

.
cit.,

p
p
.

1
4

0

�

2
,

1
4

7
�64

.

具
体
的
に
言
え
ば
、
ソ
連
の
師
団
規
模
と
機
能
性
が
米
国
の
三
分
の
一
程
度

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

(

	)

同
文
書
で
は
、｢

意
図
さ
れ
た
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン｣

概
念
が
中
核
に
据
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
規
模
侵
攻
未
満
で
あ
っ
て
も

｢

比
較
的
早
期｣

に
核
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を
強
く
匂
わ
せ
て
、
ソ
連
に

｢

予
測
し
が
た
い
結
果｣

に
直
面
さ
せ
る
と
い
う
論

理
で
あ
る

(
P

e
d

lo
w

,
op

.
cit.,

p
p
.

XXIV-
XXV,

3
4

5

�70
;

H
e

u
se

r,
“

T
h

e
D

e
v
e

lo
p

m
e

n
t

o
f

N
A

T
O

’s
N

u
cle

ar
S

trate
g

y
,”

p
.

4
6
.

中
西

輝
政

｢

拡
大
抑
止

歴
史
的
変
遷
と
そ
の
本
質｣

佐
藤
誠
三
郎
編

『

東
西
関
係
の
戦
略
論
的
分
析』

(

日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九

九
二
年)

、
九
七－

九
頁)

。
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(

�)
G

av
in

,
“

T
h

e
M

y
th

o
f

F
le

x
ib

le
R

e
sp

o
n

se
,”

p
.

2
5
.

マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
有
事
に
再
派
兵
す
る
時
間
も
見
越
し
て
断
念
す
る
が
、
全

面
撤
退
も
可
能
と
考
え
て
い
た

(
M

cN
a

m
a

ra
P

ostu
re

S
ta

tem
en

t
for

F
Y

1
9

6
9

,
p
.

3
3
;

F
R

U
S

,
1

9
6

4

�68
,

v
o

l.
1

5
,

d
o

c.
1

7
8
.)

。

(
�)

Ib
id

.,
p
.

2
7
.

ギ
ャ
ビ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
財
政
問
題
も
米
軍
削
減
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
当
時
英
国
も
、
西
ド
イ
ツ
の

駐
留
費
負
担
の
割
合
を
め
ぐ
る
問
題
が
原
因
で
、
駐
留
軍
を
削
減
す
る
決
定
を
行
っ
て
い
る
。

(

�)

ち
な
み
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
演
説
に
対
し
て
、
西
欧
諸
国
は
猛
反
発
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
国
防
長
官
が
、
ソ
連
に
は
予
め
演

説
の
趣
旨
を
通
知
す
る
一
方
で
、
同
盟
関
係
に
あ
る
自
分
た
ち
に
は
事
前
に
伝
達
す
ら
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

(
N

e
w

h
o

u
se

,
Jo

h
n
,

C
old

D
a

w
n

:
T

h
e

S
tory

of
S

A
L

T
,

W
ash

in
g

to
n
:

P
e

rg
am

o
n
-B

rasse
y
’s,

1
9

8
9
,

p
p
.

9
8

�9.)

。

(

�)

本
稿
と
は
異
な
り
、
ス
ト
ロ
ム
セ
ス
は
、
六
七
年
度
に
マ
ク
ナ
マ
ラ
が

｢

通
常
防
衛｣

論
か
ら
、｢

意
図
さ
れ
た
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ

ン｣

に

｢

後
退
し
た｣

と
論
じ
る

(
S

tro
m

se
th

,
op

.
cit.,

p
p
.

6
4

�7,
1

7
5

�8.)

。

(

�)
M

cN
a

m
a

ra
P

ostu
re

S
ta

tem
en

t
for

F
Y

1
9

6
9

,
p
.

3
0
,

9
4
,

1
0

0
;

M
cN

am
ara,

R
o

b
e

rt
S
.,

“
T

h
e

M
ilitary

R
o

le
o

f
N

u
cle

ar

W
e

ap
o

n
s
:

P
e

rce
p

tio
n

s
an

d
M

isp
e

rce
p

tio
n

s,”
F

oreign
A

ffa
irs,

6
2
(

F
all,

1
9

8
3)

.

最
も
警
戒
す
べ
き
、
小
規
模
の
衝
突
の
脅
威
に

対
処
す
る
に
は
、
全
面
侵
攻
に
対
応
で
き
る
戦
力
目
標
よ
り
も
、
質
的
改
善
が
な
さ
れ
た
装
備
と
即
応
態
勢
を
整
え
た
戦
力
構
成
に
再
編

す
る
こ
と
の
方
が
肝
要
と
な
る
。

(

�)
｢

相
互
確
証
破
壊
は
拡
大
核
抑
止
の
終
焉
を
意
味
す
る
の
で
、
狂
気
だ

(
M

A
D

is
m

ad
b
e

cau
se

it
w

ill
b
e

th
e

e
n

d
o

f
th

e
E

N
D

[
e

x
te

n
d
e

d
n

u
cle

ar
d

e
te

rre
n

ce])｣
(

F
re

e
d

m
an

,
L

aw
re

n
ce

,
“

T
h

e
E

v
o

lu
tio

n
an

d
F

u
tu

re
o

f
E

x
te

n
d
e

d
D

e
te

rre
n

ce
,”

T
h

e

C
h

a
n

gin
g

S
tra

tegic
L

a
n

d
sca

p
e,

L
o

n
d

o
n
:

H
S

S
A

d
e

lp
h

i
P

ap
e

r
2

3
6
,

1
9

8
9
,

p
.

1
9
.)

。

(

	)

マ
ク
ナ
マ
ラ


ロ
バ
ー
ト
・
Ｓ

『

世
界
核
戦
略
論』

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
一
九
八
八
年
、
二
三－

八
、
一
八
六－

九
二
、
二
二
三－

六

頁
。
当
時
中
東
の

｢

六
日
間
戦
争｣

で
米
ソ
両
国
が
初
め
て

｢

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

を
用
い
る
事
態
に
発
展
し
て
い
た
こ
と
も
受
け
て
、
国

防
長
官
は
、
危
機
時
に
最
も
指
導
者
は
正
常
な
判
断
力
を
失
い
や
す
い
と
理
解
し
た
。
こ
の

｢

六
日
間
戦
争｣

が
、
グ
ラ
ス
ボ
ロ
に
お
け

る
首
脳
会
談
開
催
の
直
接
的
な
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。

(

�)

ブ
レ
ジ
ネ
フ

(
B

re
zh

n
e

v
,

L
e

o
n

id
Il'ich

.)

も
、
核
戦
争
に

｢

勝
者｣
は
存
在
し
な
い
と
判
断
し
て
、
戦
略
核
兵
器
の
役
割
を
核

法と政治 64巻 3号 (2013年 11月)

｢

拡
大
核
抑
止｣

の
再
検
討

655

六
九



攻
撃
の

｢

抑
止｣

に
限
定
し
た
。
ま
た
、
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
衝
突
が
核
戦
争
に
な
る
の
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
通
常
戦
争
が
最
初
に
生
じ
る
こ
と
を
認
め
た
。
以
上
の
決
断
と
同
時
に
、
ソ
連
政
府
は
、
核
衝
突
に
つ
な
が
る
よ
う
な

｢

膨
張｣

を

慎
み
、
西
側
と
の

｢

共
存｣

路
線
に
舵
を
切
っ
た
。
例
え
ば
、
政
治
外
交
面
で
は
、
東
欧
諸
国
の
暴
動
を
抑
え
込
む
た
め
に
、｢

衛
星
国｣

の
主
権
を
制
限
す
る
原
則
を
打
ち
出
し
た

(

長
谷
川
毅

｢

戦
後
ソ
連
の
抑
止
論
の
変
遷｣

『

国
際
政
治』

第
九
〇
号

(

平
成
元
年
三
月)

、

七
八－
九
頁
。
ウ
ラ
ム
�
ア
ダ
ム
・
Ｂ

『

膨
張
と
共
存』

(

三)

サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
九
年
、
九
二
一－

四
頁)

。

結
論

｢
先
行
不
使
用｣

の
論
理

｢

相
互
確
証
破
壊｣

戦
略
は
、｢
拡
大
核
抑
止｣

の

｢

先
行
使
用｣

論
を
崩
壊
せ
し
め
た
。
こ
の
理
念
に
従
え
ば
、
強
大
な
破
壊

力
を
も
つ
核
兵
器
は
、
報
復
核
攻
撃
の
威
嚇
に
よ
る
敵
の
核
使
用
の

｢

抑
止｣

以
外
に
、
い
か
な
る
軍
事
的
な
使
い
道
も
な
い
。
米

ソ
二
極
に
よ
る
安
定
し
た
国
際
秩
序
を
構
想
す
る
マ
ク
ナ
マ
ラ
は
、
こ
の
核
兵
器
が

｢

非
理
性
的｣

判
断
か
ら
発
射
さ
れ
る
事
態
を

最
も
憂
慮
し
た

(

�)

。
米
ソ
両
国
が
核
戦
争
を

｢

共
通
敵｣

と
位
置
づ
け
た
こ
と
で
、
特
定
地
域
に
お
い
て
一
方
が
優
越
的
地
位
を
持
つ

｢

勢
力
圏｣

の
相
互
尊
重
が
、
両
国
の

｢

行
動
原
則｣
と
な
り
始
め
る

(

�)

。

〝

通
説〟

に
よ
れ
ば
、｢

相
互
確
証
破
壊｣

状
況
に
お
い
て
も
、
東
側
の
通
常
侵
攻
に
対
し
て
核
兵
器
で
西
欧
を
防
衛
す
る

｢

信

憑
性｣

が
保
た
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、｢

先
行
不
使
用｣

政
策
と
は
、
ソ
連
の

｢

理
性｣

を

｢

狂
気｣

よ
り
も
高

く
位
置
づ
け
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
の

｢
拡
大
核
抑
止｣

論
の
展
開
よ
り
、
米
国
が

｢

現
状
打
破｣

勢

力
の
脅
威
を
誇
張
し
て
い
た
と
い
う〝

教
訓〟

を
引
き
出
し
た

(

�)

。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
針
路
は
、｢

理
性｣

と

｢

狂
気｣

を
両
立
さ

せ
る
方
向
へ
と
傾
き
つ
つ
あ
り
、｢

先
行
不
使
用｣

の
論
理
と
は
明
ら
か
に
逆
行
し
て
い
る

(

�)

。
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日
本
政
府
は
、
沖
縄
の

｢

核
抜
き
、
本
土
並
み｣

返
還
の
過
程
で
、
独
自
核
武
装
の
放
棄
と
米
国
の

｢

核
の
傘｣

へ
の
依
存
を
表

明
し
た
。
西
欧
同
盟
と
比
較
し
て
、
日
米
同
盟
の

｢

核
の
傘｣

は
、
主
に
懲
罰
的
な
全
面
核
報
復
の
論
理
で
成
り
立
っ
て
き
た
と
さ

れ
る

(

�)
。
例
え
ば
、
米
ソ
間
の

｢

核
相
互
抑
止｣

が
機
能
し
て
、
大
規
模
な
通
常
戦
争
が
起
こ
る
蓋
然
性
は
低
い
と
い
う
論
理
で
、
冷

戦
期
の
防
衛
力
概
念
は
導
き
出
さ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
七
六
年
の
防
衛
大
綱
で
は
、｢

限
定
的
か
つ
小
規
模
な
侵
略｣

に
対
し
て

｢

独
力｣
で
対
処
す
る
能
力
の
整
備
で
事
足
り
る
と
す
る
、｢

基
盤
的
防
衛
力｣

構
想
が
提
示
さ
れ
た

(

�)

。

と
こ
ろ
が
、
現
在
、
冷
戦
期
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の

｢

柔
軟
反
応｣

戦
略
を
参
考
に
し
て
、
日
本
政
府
は
以
前
に
も
ま
し
て
、
日
米
同
盟

の

｢

核
の
傘｣

の
中
に
、｢
先
行
使
用｣

の

｢

戦
略
的
曖
昧
性｣

を
残
す
姿
勢
を
表
明
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
米
国

の

｢

拡
大
核
抑
止｣

の

｢

信
憑
性｣
が
低
下
し
た
と
い
う
論
理
で
、
冷
戦
期
の

｢

拒
否
力｣

を
超
え
た
、｢

動
的
防
衛
力｣

概
念
が

新
た
に
提
起
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
第
二
に
、
冷
戦
期
に
西
ベ
ル
リ
ン
に
駐
留
す
る
米
軍
が

｢

先
行
使
用｣

を
機
能
さ
せ
た
と
い
う〝

歴
史

の
教
訓〟

に
基
づ
い
て
、
在
日
米
軍
を

｢
人
質｣

と
し
て
位
置
付
け
る
論
理
で
あ
る

(

�)

。
だ
が
、
本
稿
の〝

通
説〟

批
判
に
照
ら
す
な

ら
ば
、
日
米
同
盟
の

｢

核
の
傘｣

強
化
は
、
ソ
連
の

｢

狂
気｣

を
誇
張
し
す
ぎ
た
と
い
う

｢

先
行
使
用｣

論
の〝

教
訓〟

を
完
全
に

欠
落
さ
せ
た
上
で
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る

(

�)

。

以
上
の
批
判
的
検
討
を
踏
ま
え
て
、｢

核
廃
絶｣

へ
の
第
一
歩
と
な
る

｢

先
行
不
使
用｣

宣
言
の
条
件
を
考
察
す
る
。
第
一
の
条

件
は
、｢

先
行
使
用｣

の

｢

信
憑
性｣

の
呪
縛
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
条
件
は
、
米
中
の

｢

冷
戦
構
造｣

を
強
め
る

の
で
は
な
く
、
誤
算
か
ら

｢

安
全
保
障
の
デ
ィ
レ
ン
マ｣

に
陥
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。
肝
心
な
点
は
、
ま
ず
日
本
自

身
が
核
戦
争
を〝

最
大
の
脅
威〟

と
す
る
理
念
を
掲
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
、｢

核
の
傘｣

と

｢

核
廃
絶｣

の
自
己
矛
盾

を
軽
減
し
た
上
で
、
地
域
レ
ベ
ル
で

｢

先
行
不
使
用｣

の
採
用
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
信
頼
醸
成
を
説
得
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
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る
で
あ
ろ
う
。

(
�)

B
u

n
d

y
,

M
cG

e
o

rg
e
,

G
e

o
rg

e
F

.
K

e
n

n
an

,
R

o
b
e

rt
S
.

M
cN

am
ara,

an
d

G
e

rard
S

m
ith

,
“

N
u

cle
ar

W
e

ap
o

n
s

an
d

th
e

A
tlan

tic

A
llian

ce
,”

F
oreign

A
ffa

irs,
6

0
:

4
(

S
p

rin
g
,

1
9

8
2)

.

い
ち
早
く

｢

先
行
不
使
用｣

を
唱
え
た
の
が
、
政
策
企
画
室
本
部
長
の
ケ
ナ
ン

(
K

e
n

n
an

,
G

e
o

rg
e

F
.)

で
あ
る
。
当
時
は
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
を
受
け
て
、｢

冷
戦
の
バ
イ
ブ
ル｣

と
呼
ば
れ
る
国
家
安
全
保
障
会
議
文

書
六
八
で
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
ソ
連
の
意
図
的
な
侵
攻
の
危
険
が
煽
ら
れ
て
、
交
渉
に
よ
る
軍
備
の
相
互
削
減
は
不
可
能
だ
と
強
調
さ
れ

た
。
し
か
し
、
ケ
ナ
ン
は
、｢

封
じ
込
め｣

を
提
唱
し
た
頃
の
厳
し
い
ソ
連
認
識
を
改
め
て
、
ソ
連
の
恐
怖
心
を
高
め
る
水
爆
の
開
発
に

反
対
し
、
軍
拡
競
争
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
考
え
た(

タ
ル
ボ
ッ
ト
、
前
掲
書
、
四
〇
、
四
二
頁
。
土
山
、
前
掲
書
、
二
二
二－

七
頁)

。

(

�)

ブ
ル
�
ヘ
ド
リ
ー

『
国
際
社
会
論』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
五
、
八
、
九
章
。
ギ
ャ
デ
ィ
ス
�
ジ
ョ
ン
・
Ｌ

『

ロ
ン
グ
・
ピ
ー

ス』

芦
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
第
八
章
。
具
体
的
に
は
、
他
方
の

｢

勢
力
圏｣

へ
の
軍
事
介
入
を
抑
制
す
る
ほ
か
、
仮
に
衝
突
が
発
生
し

て
も
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
な
い
よ
う
に
、
紛
争
の

｢

共
同
管
理｣

を
行
う
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。

(

�)

次
の
報
告
で
は
、
ソ
連
側
の
資
料
と
も
照
ら
し
て
、
米
国
政
府
が
ソ
連
の
侵
略
的
意
図
を
過
大
評
価
し
て
い
た
、
と
結
論
づ
け
ら
れ

て
い
る(

H
in

e
s,

Jo
h

n
G

.
e

t
al.,

S
oviet

In
ten

tion
s

1
9

6
5

�19
8

5
,

V
olu

m
e

II
:

S
oviet

P
ost-C

old
W

a
r

T
estim

on
ia

l
E

vid
en

ce,
M

cL
e

an
,

V
a.:

B
D

M
F

e
d

e
ral,

In
c.,

S
e

p
te

m
b
e

r
2

2
,

1
9

9
5
.)

。
(

�)

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
一
日
に
日
本
政
府
は
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
と
不
使
用
を
訴
え
る
国
連
共
同
声
明
に
署
名
す
る
こ
と
を
表
明

し
て
、
従
来
の
方
針
を
転
換
し
た
。
た
だ
し
、
声
明
の
文
言
は

｢

核
兵
器
の
不
使
用
を
目
指
す｣

と
い
う
抽
象
的
な
表
現
に
な
る
見
通
し

で
、｢

核
抑
止
力
を
否
定
し
な
い
内
容｣

と
な
っ
て
お
り
、
政
府
は
安
全
保
障
政
策
の
見
直
し
に
迫
ら
れ
る
恐
れ
は
な
い
と
判
断
し
た
と

い
う

(『

毎
日
新
聞』

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
一
日)

。

(

�)

黒
崎
輝

『

核
兵
器
と
日
米
関
係

一
九
六
〇－

一
九
七
六』

有
志
舎
、
二
〇
〇
六
年
。
小
川
伸
一

｢『

核
の
傘』

の
理
論
的
検
討｣

『

国
際
政
治』

第
九
〇
号

(

一
九
八
九
年
三
月)

。

(

	)

田
中
明
彦

『

安
全
保
障』

読
売
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
、
二
五
九－

二
頁
。
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(

�)

防
衛
省

｢

平
成
二
三
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
に
つ
い
て｣

(

平
成
二
二
年
一
二
月
一
七
日
閣
議
決
定)

。
高
橋
杉
雄

｢

米

国
に
よ
る
拡
大
抑
止
の
実
体｣

世
界
平
和
研
究
所
編

『

日
米
同
盟
と
は
何
か』
(

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
一
年)

。

(
�)
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｌ
・
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
、
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｓ
・
ナ
イ
・
J r

、
春
原
剛『

日
米
同
盟
vs.

中
国
・
北
朝
鮮
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
・

ナ
イ
緊
急
提
言』

文
春
新
書
、
二
〇
一
〇
年
、
九
、
八
六－

七
、
一
九
二－

二
〇
四
頁
。

(

�)
｢

先
行
使
用｣

の
威
嚇
が
、｢

危
機
の
不
安
定
性｣

を
高
め
て
し
ま
う
の
で
、｢

不
必
要
の
み
な
ら
ず
危
険｣

だ
と
す
る
指
摘
に
つ
い

て
は
、
以
下
を
参
照(

G
e

rso
n
,

M
ich

ae
l

S
.,

“
N

o
F

irst
U

se
:

T
h

e
N

e
x

t
S

te
p

fo
r

U
.S

.
N

u
cle

ar
P

o
licy

,”
In

tern
a

tion
a

l
S

ecu
rity,

3
3
:

2
(

2
0

1
0)

.)

。
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Reexaminations of Extended Nuclear Deterrence :

McNamara’s No-First-Use Policy in 1961�68

Tetsuya NAKANISHI

Introduction

Ⅰ. Logic of Damage Limitation

Ⅱ. Logic of Flexible Response

Ⅲ. Logic of Mutual Assured Destruction

Conclusion

President Obama declared the vision of a world without nuclear weapons

at Prague in 2009. Now, as the first step, NFU (no-first-use) which means

we don’t use nuclear weapons first except our enemy attacks with nuclear

weapons, is focused. This article examines McNamara’s three logics of ex-

tended nuclear deterrence in view of ‘reasonableness’ and ‘unreasonable-

ness.’

First, he adapted Damage Limitation which is a nuclear-war-fighting doc-

trine by criticizing Eisenhower’s Massive Retaliation. In Berlin crisis,

Kennedy administration foresaw the Soviets could ‘unreasonable’ calcula-

tions and invade to Western Europe. At the same time, according to this

strategy, the Soviets would avoid attacking her enemy’s city even after the

U.S. waged first-use. Not only ‘unreasonableness’ but also ‘reasonableness’

contained in one strategy.

Second, after the Cuban missile crisis, two concepts diverged. It was said

that while neither side strikes first, the possibility at regional level the

Soviets attack with conventional weapons would increase. According to the

core logic of Flexible Response, ‘reasonableness’ is compatible with ‘unrea-

sonableness.’ That means the unbalanced risk of nuclear escalation effect by

graduated response of conventional weapons if their vital interests of a status

quo power were threatened.

Finally, he reached MAD concept which both sides accept each other’s
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value system is ‘reasonable.’ The tragedy of Vietnam War collapsed the logic

of FR and McNamara realized they were on the verge of all-out war. Then,

he posited ‘mutual interest’ with the Soviets over ‘credibility’ of first-use. In

short, he thought that the Soviets wouldn’t challenge the status quo any

longer and the west could achieve conventional defense sufficiently.

Japan’s nuclear policy has contradicted between nuclear abolition and nu-

clear umbrella. It is time to reexamine the effect of first-use under MAD

with a rising China. If we aim at NFU, we should know this cold war policy

has exaggerated the Soviet threat.




